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四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が

定
額
三
千
三
百
円
か
ら
三
千
七
百
七

十
円
に
、
付
加
年
金
が
三
千
七
百
円

か
ら
四
千
百
七
十
円
に
そ
れ
ぞ
れ
四

百
七
十
円
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

年
金
を
受
け
る
老
齢
人
口
の
増
加
と

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
等
に
と
も
な
う
給

付
額
の
増
大
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た

額
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
年
金
の
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
将
来
年
金
が
も
ら
え
ま
せ

　　灘嫡藤灘勘
と　さ　4月24日（木）

　　　　《午前10時～午後3時》

ところ　十日町市役所

と　き　4月25日（金）

　　　　《午前10時～午後3時》

ところ　十日町砂利（合資）

児目といわず今献血しましょう

一墾墾誓聖4
　　　　　　《一、一　　　　河月

』襲一撫暴野

　私達が毎日使っている飲料水などの生活

用水や工業用水のほとんどが川から取水し

ています。川が汚れると、用水として利用

できなくなるばかりか、魚つり、川遊びな

どもできなくなります。ゴミや空かんなど

を捨てないようにお互いに注意しましょう

ん
。
保
険
料
は
、
地
域
の
年
金
委
員

さ
ん
が
集
金
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
年
金
委
員
さ

ん
は
、
だ
い
た
い
月
末
近
く
に
集
金

に
伺
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
つ
り
銭

の
い
ら
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
定
額
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十
円
、

ニ
カ
月
徴
収
で
七
千
五
百
四
十
円

付
加
年
金
は
ニ
ヵ
月
徴
収
で
八
千
三

百
四
十
円
で
す
。

機
械
設
備
の
投
資
を
計
画

　
　
　
し
て
い
る
企
業
者
へ

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
で
は
、
小
規
模
企
業
者
が
機
械
、

設
備
を
新
た
に
設
置
し
た
い
と
き
、

そ
の
希
望
す
る
機
械
、
設
備
を
代
わ

っ
て
購
入
し
、
企
業
者
が
長
期
か
つ

低
利
の
割
賦
返
済
に
よ
り
完
済
し
た

と
き
に
譲
渡
す
る
小
規
模
企
業
設
備

貸
与
制
度
の
受
付
を
四
月
一
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
活
し
用
な
ど
う

■
設
備
価
額
　
二
十
万
円
以
L
乎
丘

百
万
円
以
卜

■
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
分
）
　
年

五
％

■
返
済
期
間
　
四
年
半

　
な
お
、
申
込
者
の
資
格
要
件
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
市
商
工
課
（
8
し

⊥
丘
『
番
内
線
二
六
六
）
へ
、

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
市
農
協
　
七
千
五
百
二
十
六
円

（
雪
ま
つ
り
慈
善
な
べ
）
　
▼
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
ハ
ム
ク
ラ
ブ
、
モ
ー

ビ
ル
ハ
ム
ク
ラ
ブ
　
五
千
円
（
雪
ま

つ
り
売
店
収
益
）
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
日
町
第
一
団
　
七
千
六
百
八

十
七
円
（
雪
ま
つ
り
売
店
収
益
）

▼
市
農
協
婦
人
部
メ
ダ
カ
グ
ル
㌧
フ

一
万
五
千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

千
円
　
▼
高
橋
ユ
子
（
宮
下
東
）
四

百
十
七
円
（
一
円
玉
）
　
▼
十
日
町

地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議
　
六
万
二

千
二
百
五
十
九
円
　
▼
上
田
清
松

（
八
幡
田
町
）
千
四
百
円
▼
水
沢
地
区

雛獺蓼5①翻
一じゃがいもをつかった中華風酢の物一
ジャガイモは、どこび）台所に｛）ころが・・ている野菜です。

でも、そび）料理法は、みそ汁か煮物・サラダくらいしかな

いとお考えにな・・ていませんか。

そのジャガイモを使った中華風酢の物はいかがでしょ

う。急なお客様の酒の肴などにおためしください。

●材料と分量（4人前）

婦
人
会
　
一
万
千
六
百
円
　
▼
十
日

町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
　
三
万

百
五
十
五
円
　
▼
小
池
琴
二
（
宮
下

東
）
一
万
円
　
▼
匿
名
　
千
五
百
四

十
六
円

保
健
衛
生
事
業
へ

　
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会

八
ミ
リ
映
写
機
、
虫
歯
予
防
用
映
画

じゃがいも 中2個（2509） 酢 大さじ3弱

きゅうり 中　1本
一
ま
た
れ

砂　　　糖 大さじ2強

卵 2　　個 し　ょ　う　ゆ 大さじ2強

ご
ま
だ
れ

すりごま 大さじ3 水 大さじ2強

ごま油 小さじ1。5 溶き辛子 小さじ1．5

●作り方

①一じゃがいもは皮をむき、千切りにして水に・）けアクぬ

　　きする。

②一たっぶりの熱湯に塩少々を加えた中で、じゃがいもを

　　さっとゆで（すき通ってきたr））すぐザルにあげ、塩

　　少々と酢小さじ1杯をふりかける。

③一きゅうりは4㎝の長さの千切り、卵は薄焼きにしたあ

　　と、千切りにする。

④一ごまだれの材料を合才）せておく。

⑤一②③④を和える
■9じゃがいもはできるだけ細かく千切りにする・ゆで

方は、歯切れを残すため1～2秒。いも臭さを消すため、

ザルに上げ、熱いうちに酢を少々ふる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒　井　環）

・・11，982／面積…211．44㎞（3月1日現在）

フ
イ
ル
ム
一
．
．
巻
（
ぼ
く
、
も
う
歯
を

み
が
け
る
よ
・
ぼ
く
は
も
う
大
人
の

歯
・
歯
の
健
康
）
合
計
二
十
二
万
三

千
円
相
当

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
二
十
三
日
困
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
南
雲
　
▼
四
月
二
十
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c
き

羅
ぎ

愕窃ヤ

髪
う

グ

四
日
困
　
午
前
八
時
～
正
午
ま
で

猿
倉
の
一
部
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、

赤
倉
　
▼
四
月
二
十
六
日
団
　
午
前

七
時
半
～
十
一
時
半
ま
で
　
塚
原
町

の
一
部
、
城
之
古
第
一
・
二
・
三
、

城
之
古
東
町

　
　
　
　
　
　
　
』
侍

惨
塾
が
2
　
錨

　
○
新
シ
リ
ー
ズ
「
気
軽
に
で
き
る

家
庭
料
理
」
を
連
載
し
ま
す
。
執
筆

者
の
酒
井
環
さ
ん
（
駅
通
り
）
に
は
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、
お
い
し

さ
に
重
点
を
置
い
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

〇
三
月
に
全
嘱
託
員
さ
ん
を
対
象
に

市
報
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し

た
。
回
答
い
た
だ
い
た
全
員
か
ら
市

報
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

貴
重
な
．
こ
意
見
も
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
企
画
と
し
て
、
順
次
、
紙

面
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

50，205人（男24，652・女25，553人）／世帯数■市勢／人口

今
月
の
納
税

・
国
民
健
康
保
険
料
第
［
期
…
…
納
期
限
四
月
三
十
日

　
　
　
　
税
金
で
明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
…
小
林
茂
樹
（
十
日
町
中
）
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申臭学綾

新たに5力校1，000人に完全給食

　
こ
の
ほ
ど
、
父
兄
や
教
育
関
係
者
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
、
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
旧
大
井
田
小
学
校
跡
に
完
成
し
、
五
月
一
日
か
ら
、
東
下
組

小
、
下
条
小
、
中
条
小
、
飛
渡
第
一
小
、
吉
田
小
の
五
力
校
で
完
全
給
食
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五
力
校
の
約
千
人
の
児
童
を
加
え
て
、

こ
れ
で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
が
完
全
給
食
校
に
な
り
、
中
学
校
で

は
、
水
沢
中
、
南
中
、
吉
田
中
名
ケ
山
分
校
、
同
真
田
分
校
で
完
全
給
食
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
力
校
の
他
に
、
東
小
、
西
小
の
両
校
に
も
給
食

を
提
供
し
　
一
日
、
約
二
千
五
百
食
を
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
学
校
給
食
は
、
食
事
を
通
し
て
、

児
童
や
生
徒
の
明
る
い
社
交
性
と
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
大
切
な
場

で
す
が
、
同
時
に
、
同
じ
も
の
を
食

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
等
感
が
養
わ

れ
た
り
、
お
互
い
に
協
力
し
て
配
食

や
後
片
付
け
を
行
う
こ
と
で
思
い
や

り
や
奉
仕
の
精
神
も
身
に
つ
き
、
大

き
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
．

ま
た
、
栄
養
的
に
も
成
長
期
に
必
要

な
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
は
か
ら
れ
体

位
の
向
上
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
，

　
四
月
二
十
二
日
と
二
十
五
日
の
給

食
試
食
会
で
は
、
ど
こ
の
学
校
で
も

給
食
大
歓
迎
で
、
め
ず
ら
し
さ
も
加

わ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
残
す
生
徒
も
な

く
た
い
ら
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
吉
田
小
の
田
原
校
長
は
、
学
校
給

食
の
効
果
を
「
ニ
ン
ジ
ン
や
ネ
ギ
な

ど
も
工
夫
し
て
調
理
し
て
あ
っ
て
、

編
食
が
無
理
な
く
治
せ
ま
す
。
ま
た

献
立
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
か
ら

各
家
庭
で
の
料
理
に
も
変
化
が
で
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
野
菜
や
果

物
の
不
足
も
解
消
さ
れ
ま
す
か
ら
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
体
位
の
向
上

に
も
役
立
つ
と
思
う
」
と
話
し
、
料

理
を
作
る
側
の
長
谷
川
栄
養
士
は
、

「
子
供
た
ぢ
に
、
弁
当
の
ほ
う
が
お

い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

献
立
を
工
夫
し
て
、
せ
い
ぜ
い
お
い

し
い
も
の
を
作
り
ま
す
よ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
　
一

学
期
は
パ
ン
給
食
で
す
が
、
二
学
期

か
ら
は
米
飯
給
食
も
取
り
入
れ
て
献

立
に
も
変
化
を
も
た
せ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　　　　4月25日のメニュー

●コーンシチュー

（ブタ肉、ジャガイモ、ベーコン、タマ

ネギなど）

●チキンカツ

●塩もみ（キャベツ、キュウリ、カブ）

●パン

●牛乳　　　　　　　　約900カロリー

　　　中央学校給食センター

総事業費　1億8，302万円
建物　鉄骨造り一部2階建750，52㎡
給食能力　3，000食（1日）
給食実施回数　週5回

…
亀
§
き
』
毫
辱
』
垂

給
食
セ
ン
タ
ー
で

童

幽i幽険　　．鋤幽歯

　センターでは、11時までに料理を作

　り、配送しないと給食時問に間にあわ

　ないため、朝は戦争です。野菜は鮮度

　を落さないため、揚ものや焼ものも味

　を落さないためその日調理をします。

　16人で2，500食を作1）ます．

第3種郵便物認可）昭和55年5月10日

　
　
　
　
　
小
学
校
で

　
新
た
に
給
食
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
東
下
組
小
、
下
条
小
、
飛
一
小
、
中

条
小
、
吉
田
小
の
五
校
で
す
。
二
十
二
日
と
二
十
五
日
の
試
食
会
に
は
、
ど

こ
の
学
校
で
も
こ
の
日
を
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
大
歓
迎
で
す
。
ま
っ
白

い
エ
プ
・
ン
を
し
た
給
食
当
番
が
上
手
に
給
食
を
配
っ
て
い
ま
し
た
．
共
同

作
業
の
新
し
い
芽
が
こ
こ
で
も
伸
び
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆6セ』』．

　
子
供
た
ち
は

　
　
　
　
ー
吉
田
小
五
年
生
1

◎
試
食
会
の
絵
食
が

　
大
変
お
い
し
か
っ
た
　
十
八
人

　
普
通
だ
っ
た
　
　
　
　
　
一
人

　
う
ま
く
な
か
っ
た
　
　
　
O
人

◎
給
食
の
量
は

　
す
こ
し
足
り
な
か
っ
た
　
五
人

　
ち
ょ
う
ど
よ
か
り
た
　
　
十
人

　
す
こ
し
あ
ま
っ
た
　
　
　
四
人

◎
給
食
と
弁
当
は
ど
ち
ら
が
い
い

　
給
食
が
良
い
　
　
　
　
十
八
人

　
弁
当
が
良
い
　
　
　
　
　
一
人

（
給
食
を
残
す
の
が
い
や
だ
か
ら
）

◎
こ
れ
か
ら
食
べ
た
い
も
の
は

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
う
ど
ん
、
ラ
ー

メ
ン
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
チ
ャ
ー
ハ
ン

コ
・
ッ
ヶ
、
オ
ム
レ
ツ
、
果
物
な
ど
．

N

四日町新田3

玉田徳松さん

　
　
開
拓
で
本
当
に
苦
労
し
た

　
昭
和
二
十
年
の
三
月
の
東
京
大
空

襲
で
焼
け
だ
さ
れ
、
笠
置
の
開
拓
部

落
に
入
植
し
た
の
が
昭
和
二
十
一
年

の
春
で
、
も
う
六
十
歳
を
過
ぎ
て
い

た
と
思
う
。
食
べ
る
も
の
も
な
く
て

ワ
ラ
を
も
つ
か
む
思
い
だ
っ
た
。
ウ

細
盾
長
轟
窒
百

　
今
年
二
回
目
の
市
民
と
語
る
目
は
、
九
組
三
十
人
の
か
た
が
見

見
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
人
で
こ
ら
れ
る
か
た
グ
ル
ー
プ
で
こ
ら
れ

る
か
た
、
部
落
の
代
表
の
か
た
と
内
容
も
多
彩
で
す
。
次
回
は
六

月
一
日
（
日
）
で
す
。

の
将
来
の
事
も
考
え
、
建
設
位
置
を

現
在
の
場
所
か
ら
部
落
の
中
心
に
持

っ
て
き
て
も
ら
え
な
い
か
。

ー
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
は
コ

、
・
、
ユ
ニ
テ
で
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
．
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
・
い
は

何
と
言
っ
て
も
学
校
で
す
。
珠
田
分

校
は
通
学
事
情
が
許
せ
ば
、
将
来
的

に
は
本
校
に
統
合
す
る
の
が
望
ま
し
，

い
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
時
、
残
っ

た
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
セ
ン
ダ
ー

に
し
よ
う
と
今
か
ら
配
慮
し
て
お
く

こ
と
は
賢
明
哲
・
す
、
学
校
の
位
置
の

変
更
は
部
落
民
の
合
意
が
必
要
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
で
良
く
話
し
あ
っ
て

く
だ
さ
い
．
中
里
村
と
の
調
整
が
問

題
と
し
て
残
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

要
望
に
・
て
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

ツ
ギ
の
葉
っ
ぱ
を
食
べ
た
り
で
、
あ

の
時
の
せ
つ
な
い
思
い
を
す
れ
ば
何

で
も
で
き
る
。

　
十
六
～
七
歳
の
頃
（
明
治
三
十
五

年
頃
）
清
水
峠
を
こ
え
て
高
崎
ま
で

歩
い
て
夜
逃
げ
を
し
た
。
本
郷
の

牛
肉
屋
さ
ん
に
奉
公
し
た
が
、
当
時

一
ヵ
月
に
給
金
が
三
円
く
ら
い
で
、

米
の
一
俵
の
値
段
も
そ
ん
な
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。

　
笠
置
か
ら
は
四
十
、
二
年
に
集
団
離

村
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
に
き
た
が
、

今
は
、
毎
晩
一
合
の
晩
し
ゃ
く
を
楽

し
み
に
し
て
良
い
時
代
に
な
っ
た
と

思
う
．
け
れ
ど
も
食
糧
に
は
本
当
に

苦
労
し
た
．
　
　
　
（
九
十
六
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　新保
藤田タケさ

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
元
の
人
は
「
亭
主
コ
ー
ダ
イ
ジ
ン

ゴ
サ
マ
」
と
言
っ
て
旦
那
様
を
大
事

に
す
る
よ
う
に
育
て
ら
れ
、
私
の
子

供
た
ち
に
も
そ
う
教
え
ま
し
た
．

　
そ
れ
と
、
「
ご
ぜ
ん
は
ぼ
さ
つ
便
所

に
落
し
て
も
ひ
ろ
っ
て
食
べ
ろ
」
と

言
っ
て
、
本
当
に
お
米
を
大
事
に
大

事
に
し
た
も
の
で
す
。
（
九
十
八
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

とおガ夢33

　
児
童
遊
園
地
の

　
　
　
　
造
成
に
援
助
を

　
　
　
　
ー
峠
　
佐
藤
さ
ん
ほ
か
ー

　
借
地
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

で
き
る
く
ら
い
の
子
供
の
遊
び
場
を

作
り
た
い
が
市
の
援
助
を
．

ー
遊
び
場
の
造
成
の
お
手
伝
い
は

市
で
や
り
ま
し
ょ
う
．
現
場
の
状
態

が
良
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
担
当
を

伺
せ
ま
す
。
借
地
や
用
水
路
な
ど
の

権
利
調
整
は
地
元
で
し
て
く
だ
さ
い
。

　
珠
田
分
校
の
建
設

　
　
　
　
位
置
に
配
慮
を

　
　
　
　
　
1
珠
川
部
落
有
志
ー

　
馬
場
小
珠
田
分
校
の
改
築
が
計
画

に
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
珠
川

　
　
ご
ぜ
ん
は
ぼ
さ
つ

　
明
治
十
四
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
春

白
寿
の
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
．

　
昔
は
、
白
い
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
の
は
一
部
の
人
達
で
、
お
正
月
で

も
な
け
れ
ば
、
た
い
が
い
の
家
で
ダ

イ
コ
ン
な
ど
を
ま
ぜ
た
カ
テ
メ
シ
を

食
べ
て
い
た
も
の
で
す
．

　
私
が
十
八
の
年
に
凶
作
が
あ
っ

て
、
一
俵
三
円
の
米
が
十
円
に
あ
が

っ
て
、
東
京
で
内
乱
が
あ
っ
た
と
い

　　伊達3
市村竹三郎さ

　
　
う
ま
い
米
は
ア
カ
ヒ
バ
リ

　
昔
と
今
と
は
ず
い
ぶ
ん
変
っ
て
き

ま
し
た
。
当
時
は
、
こ
や
し
が
な
く

て
、
苗
が
伸
び
な
い
で
骨
が
お
れ
て
、

ス
ジ
は
五
月
の
十
日
頃
に
ま
い
た
も

の
で
す
．
品
種
は
「
ヒ
バ
リ
」
で
穂

の
赤
味
の
あ
る
稲
だ
っ
た
。
「
イ
ワ
ノ

シ
ダ
」
と
い
う
品
種
は
、
カ
タ
ミ
の

良
い
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
た
人
た
ち

が
作
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
に
変
わ
る
よ
う
な
う
ま
い
米
が

「
ア
カ
ヒ
バ
リ
」
と
い
う
品
種
で
し
た
．

　
明
治
の
中
頃
で
、
一
反
歩
か
ら
四

俵
も
取
れ
れ
ば
良
い
ほ
う
で
、
そ
の

う
ち
年
貢
に
二
俵
も
取
ら
れ
た
も
の

で
す
．
取
れ
た
米
も
皆
ん
な
食
べ
ら

れ
る
わ
け
で
な
く
、
普
段
は
ダ
イ
コ

ン
を
ま
ぜ
た
カ
テ
メ
シ
で
し
た
。

　
稲
の
病
気
は
、
虫
害
が
お
も
で
、

私
の
十
七
　
八
の
頃
、
ウ
ン
カ
に
や

ら
れ
て
何
ん
に
も
取
れ
な
い
よ
う
な

年
も
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
昔
の
稲
作
り
は
本
当
に
天
気
ま
か

せ
だ
っ
た
も
の
で
す
よ
。
（
九
十
七
歳
）
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、
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申臭学綾

新たに5力校1，000人に完全給食

　
こ
の
ほ
ど
、
父
兄
や
教
育
関
係
者
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
、
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
旧
大
井
田
小
学
校
跡
に
完
成
し
、
五
月
一
日
か
ら
、
東
下
組

小
、
下
条
小
、
中
条
小
、
飛
渡
第
一
小
、
吉
田
小
の
五
力
校
で
完
全
給
食
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五
力
校
の
約
千
人
の
児
童
を
加
え
て
、

こ
れ
で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
が
完
全
給
食
校
に
な
り
、
中
学
校
で

は
、
水
沢
中
、
南
中
、
吉
田
中
名
ケ
山
分
校
、
同
真
田
分
校
で
完
全
給
食
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
力
校
の
他
に
、
東
小
、
西
小
の
両
校
に
も
給
食

を
提
供
し
　
一
日
、
約
二
千
五
百
食
を
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
学
校
給
食
は
、
食
事
を
通
し
て
、

児
童
や
生
徒
の
明
る
い
社
交
性
と
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
大
切
な
場

で
す
が
、
同
時
に
、
同
じ
も
の
を
食

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
等
感
が
養
わ

れ
た
り
、
お
互
い
に
協
力
し
て
配
食

や
後
片
付
け
を
行
う
こ
と
で
思
い
や

り
や
奉
仕
の
精
神
も
身
に
つ
き
、
大

き
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
．

ま
た
、
栄
養
的
に
も
成
長
期
に
必
要

な
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
は
か
ら
れ
体

位
の
向
上
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
，

　
四
月
二
十
二
日
と
二
十
五
日
の
給

食
試
食
会
で
は
、
ど
こ
の
学
校
で
も

給
食
大
歓
迎
で
、
め
ず
ら
し
さ
も
加

わ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
残
す
生
徒
も
な

く
た
い
ら
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
吉
田
小
の
田
原
校
長
は
、
学
校
給

食
の
効
果
を
「
ニ
ン
ジ
ン
や
ネ
ギ
な

ど
も
工
夫
し
て
調
理
し
て
あ
っ
て
、

編
食
が
無
理
な
く
治
せ
ま
す
。
ま
た

献
立
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
か
ら

各
家
庭
で
の
料
理
に
も
変
化
が
で
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
野
菜
や
果

物
の
不
足
も
解
消
さ
れ
ま
す
か
ら
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
体
位
の
向
上

に
も
役
立
つ
と
思
う
」
と
話
し
、
料

理
を
作
る
側
の
長
谷
川
栄
養
士
は
、

「
子
供
た
ぢ
に
、
弁
当
の
ほ
う
が
お

い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

献
立
を
工
夫
し
て
、
せ
い
ぜ
い
お
い

し
い
も
の
を
作
り
ま
す
よ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
　
一

学
期
は
パ
ン
給
食
で
す
が
、
二
学
期

か
ら
は
米
飯
給
食
も
取
り
入
れ
て
献

立
に
も
変
化
を
も
た
せ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　　　　4月25日のメニュー

●コーンシチュー

（ブタ肉、ジャガイモ、ベーコン、タマ

ネギなど）

●チキンカツ

●塩もみ（キャベツ、キュウリ、カブ）

●パン

●牛乳　　　　　　　　約900カロリー

　　　中央学校給食センター

総事業費　1億8，302万円
建物　鉄骨造り一部2階建750，52㎡
給食能力　3，000食（1日）
給食実施回数　週5回

…
亀
§
き
』
毫
辱
』
垂

給
食
セ
ン
タ
ー
で

童

幽i幽険　　．鋤幽歯

　センターでは、11時までに料理を作

　り、配送しないと給食時問に間にあわ

　ないため、朝は戦争です。野菜は鮮度

　を落さないため、揚ものや焼ものも味

　を落さないためその日調理をします。

　16人で2，500食を作1）ます．
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小
学
校
で

　
新
た
に
給
食
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
東
下
組
小
、
下
条
小
、
飛
一
小
、
中

条
小
、
吉
田
小
の
五
校
で
す
。
二
十
二
日
と
二
十
五
日
の
試
食
会
に
は
、
ど

こ
の
学
校
で
も
こ
の
日
を
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
大
歓
迎
で
す
。
ま
っ
白

い
エ
プ
・
ン
を
し
た
給
食
当
番
が
上
手
に
給
食
を
配
っ
て
い
ま
し
た
．
共
同

作
業
の
新
し
い
芽
が
こ
こ
で
も
伸
び
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆6セ』』．

　
子
供
た
ち
は

　
　
　
　
ー
吉
田
小
五
年
生
1

◎
試
食
会
の
絵
食
が

　
大
変
お
い
し
か
っ
た
　
十
八
人

　
普
通
だ
っ
た
　
　
　
　
　
一
人

　
う
ま
く
な
か
っ
た
　
　
　
O
人

◎
給
食
の
量
は

　
す
こ
し
足
り
な
か
っ
た
　
五
人

　
ち
ょ
う
ど
よ
か
り
た
　
　
十
人

　
す
こ
し
あ
ま
っ
た
　
　
　
四
人

◎
給
食
と
弁
当
は
ど
ち
ら
が
い
い

　
給
食
が
良
い
　
　
　
　
十
八
人

　
弁
当
が
良
い
　
　
　
　
　
一
人

（
給
食
を
残
す
の
が
い
や
だ
か
ら
）

◎
こ
れ
か
ら
食
べ
た
い
も
の
は

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
う
ど
ん
、
ラ
ー

メ
ン
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
チ
ャ
ー
ハ
ン

コ
・
ッ
ヶ
、
オ
ム
レ
ツ
、
果
物
な
ど
．

N

四日町新田3

玉田徳松さん

　
　
開
拓
で
本
当
に
苦
労
し
た

　
昭
和
二
十
年
の
三
月
の
東
京
大
空

襲
で
焼
け
だ
さ
れ
、
笠
置
の
開
拓
部

落
に
入
植
し
た
の
が
昭
和
二
十
一
年

の
春
で
、
も
う
六
十
歳
を
過
ぎ
て
い

た
と
思
う
。
食
べ
る
も
の
も
な
く
て

ワ
ラ
を
も
つ
か
む
思
い
だ
っ
た
。
ウ

細
盾
長
轟
窒
百

　
今
年
二
回
目
の
市
民
と
語
る
目
は
、
九
組
三
十
人
の
か
た
が
見

見
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
人
で
こ
ら
れ
る
か
た
グ
ル
ー
プ
で
こ
ら
れ

る
か
た
、
部
落
の
代
表
の
か
た
と
内
容
も
多
彩
で
す
。
次
回
は
六

月
一
日
（
日
）
で
す
。

の
将
来
の
事
も
考
え
、
建
設
位
置
を

現
在
の
場
所
か
ら
部
落
の
中
心
に
持

っ
て
き
て
も
ら
え
な
い
か
。

ー
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
は
コ

、
・
、
ユ
ニ
テ
で
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
．
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
・
い
は

何
と
言
っ
て
も
学
校
で
す
。
珠
田
分

校
は
通
学
事
情
が
許
せ
ば
、
将
来
的

に
は
本
校
に
統
合
す
る
の
が
望
ま
し
，

い
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
時
、
残
っ

た
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
セ
ン
ダ
ー

に
し
よ
う
と
今
か
ら
配
慮
し
て
お
く

こ
と
は
賢
明
哲
・
す
、
学
校
の
位
置
の

変
更
は
部
落
民
の
合
意
が
必
要
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
で
良
く
話
し
あ
っ
て

く
だ
さ
い
．
中
里
村
と
の
調
整
が
問

題
と
し
て
残
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

要
望
に
・
て
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

ツ
ギ
の
葉
っ
ぱ
を
食
べ
た
り
で
、
あ

の
時
の
せ
つ
な
い
思
い
を
す
れ
ば
何

で
も
で
き
る
。

　
十
六
～
七
歳
の
頃
（
明
治
三
十
五

年
頃
）
清
水
峠
を
こ
え
て
高
崎
ま
で

歩
い
て
夜
逃
げ
を
し
た
。
本
郷
の

牛
肉
屋
さ
ん
に
奉
公
し
た
が
、
当
時

一
ヵ
月
に
給
金
が
三
円
く
ら
い
で
、

米
の
一
俵
の
値
段
も
そ
ん
な
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。

　
笠
置
か
ら
は
四
十
、
二
年
に
集
団
離

村
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
に
き
た
が
、

今
は
、
毎
晩
一
合
の
晩
し
ゃ
く
を
楽

し
み
に
し
て
良
い
時
代
に
な
っ
た
と

思
う
．
け
れ
ど
も
食
糧
に
は
本
当
に

苦
労
し
た
．
　
　
　
（
九
十
六
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　新保
藤田タケさ

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
元
の
人
は
「
亭
主
コ
ー
ダ
イ
ジ
ン

ゴ
サ
マ
」
と
言
っ
て
旦
那
様
を
大
事

に
す
る
よ
う
に
育
て
ら
れ
、
私
の
子

供
た
ち
に
も
そ
う
教
え
ま
し
た
．

　
そ
れ
と
、
「
ご
ぜ
ん
は
ぼ
さ
つ
便
所

に
落
し
て
も
ひ
ろ
っ
て
食
べ
ろ
」
と

言
っ
て
、
本
当
に
お
米
を
大
事
に
大

事
に
し
た
も
の
で
す
。
（
九
十
八
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

とおガ夢33

　
児
童
遊
園
地
の

　
　
　
　
造
成
に
援
助
を

　
　
　
　
ー
峠
　
佐
藤
さ
ん
ほ
か
ー

　
借
地
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

で
き
る
く
ら
い
の
子
供
の
遊
び
場
を

作
り
た
い
が
市
の
援
助
を
．

ー
遊
び
場
の
造
成
の
お
手
伝
い
は

市
で
や
り
ま
し
ょ
う
．
現
場
の
状
態

が
良
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
担
当
を

伺
せ
ま
す
。
借
地
や
用
水
路
な
ど
の

権
利
調
整
は
地
元
で
し
て
く
だ
さ
い
。

　
珠
田
分
校
の
建
設

　
　
　
　
位
置
に
配
慮
を

　
　
　
　
　
1
珠
川
部
落
有
志
ー

　
馬
場
小
珠
田
分
校
の
改
築
が
計
画

に
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
珠
川

　
　
ご
ぜ
ん
は
ぼ
さ
つ

　
明
治
十
四
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
春

白
寿
の
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
．

　
昔
は
、
白
い
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
の
は
一
部
の
人
達
で
、
お
正
月
で

も
な
け
れ
ば
、
た
い
が
い
の
家
で
ダ

イ
コ
ン
な
ど
を
ま
ぜ
た
カ
テ
メ
シ
を

食
べ
て
い
た
も
の
で
す
．

　
私
が
十
八
の
年
に
凶
作
が
あ
っ

て
、
一
俵
三
円
の
米
が
十
円
に
あ
が

っ
て
、
東
京
で
内
乱
が
あ
っ
た
と
い

　　伊達3
市村竹三郎さ

　
　
う
ま
い
米
は
ア
カ
ヒ
バ
リ

　
昔
と
今
と
は
ず
い
ぶ
ん
変
っ
て
き

ま
し
た
。
当
時
は
、
こ
や
し
が
な
く

て
、
苗
が
伸
び
な
い
で
骨
が
お
れ
て
、

ス
ジ
は
五
月
の
十
日
頃
に
ま
い
た
も

の
で
す
．
品
種
は
「
ヒ
バ
リ
」
で
穂

の
赤
味
の
あ
る
稲
だ
っ
た
。
「
イ
ワ
ノ

シ
ダ
」
と
い
う
品
種
は
、
カ
タ
ミ
の

良
い
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
た
人
た
ち

が
作
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
に
変
わ
る
よ
う
な
う
ま
い
米
が

「
ア
カ
ヒ
バ
リ
」
と
い
う
品
種
で
し
た
．

　
明
治
の
中
頃
で
、
一
反
歩
か
ら
四

俵
も
取
れ
れ
ば
良
い
ほ
う
で
、
そ
の

う
ち
年
貢
に
二
俵
も
取
ら
れ
た
も
の

で
す
．
取
れ
た
米
も
皆
ん
な
食
べ
ら

れ
る
わ
け
で
な
く
、
普
段
は
ダ
イ
コ

ン
を
ま
ぜ
た
カ
テ
メ
シ
で
し
た
。

　
稲
の
病
気
は
、
虫
害
が
お
も
で
、

私
の
十
七
　
八
の
頃
、
ウ
ン
カ
に
や

ら
れ
て
何
ん
に
も
取
れ
な
い
よ
う
な

年
も
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
昔
の
稲
作
り
は
本
当
に
天
気
ま
か

せ
だ
っ
た
も
の
で
す
よ
。
（
九
十
七
歳
）
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健
慶
と
仲
間
づ
く
り
を

　
市
で
は
、
四
月
か
ら
大
幅
な
機
構
改
革
を
実
施
し
、
体
育
課

を
新
設
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
施
設
の
充
実
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
市
の
体
育
の
振
興
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

皆
さ
ん
に
、
十
日
町
市
の
体
育
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

根
津
（
司
会
）
四
月
か
ら
機
構
改
革

に
よ
っ
て
体
育
課
が
新
設
さ
れ
課
員

一
同
張
り
切
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
で
、
生
活
に
密
着

し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
見
直
し
が
叫
ば
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
施
設
の
整
備

と
指
導
者
の
確
保
に
カ
を
入
れ
て
い

る
が
、
行
政
だ
け
の
力
に
は
限
界
が

あ
る
。
今
日
は
、
当
市
の
体
育
振
興

の
あ
り
方
と
手
だ
て
を
関
係
の
皆
さ

ん
か
ら
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

庭
野
　
最
初
に
施
設
面
で
は
、
社
会

体
育
で
は
昼
間
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な

い
の
で
学
校
体
育
と
の
関
連
で
効
率

的
な
投
資
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

根
津
　
現
在
十
三
力
校
を
学
校
開
放

校
に
指
定
し
、
今
年
中
に
、
馬
場
小

と
八
箇
小
に
照
明
工
事
を
し
、
来
年

は
開
放
校
に
指
定
す
る
。
学
校
施
設

が
社
会
体
育
の
有
効
な
資
源
だ
と
い

う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

上
村
　
水
沢
は
、
昨
年
照
明
工
事
が

終
っ
て
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
あ
の
施
設
に
入
り
き
れ
な

い
ぐ
ら
い
仲
間
の
輪
を
広
げ
な
い
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼻

庭
野
第
二
体
育
館
の
建
設
が
目
前

だ
が
、
昼
間
は
学
校
に
も
開
放
し
、

そ
の
か
わ
り
夜
は
、
一
般
の
人
が
学

校
施
設
を
利
用
出
来
る
よ
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
て
お
い
て
。

宮
入
　
学
校
施
設
の
開
放
で
は
、
職

業
訓
練
校
の
体
育
館
が
土
、
日
や
夜

間
は
、
空
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
そ

の
利
用
は
考
え
ら
淑
な
い
か
。
訓
練

校
ま
で
な
ら
良
い
が
、
小
学
校
は
遠

い
と
い
う
人
が
結
構
い
る
。

竹
内
　
南
中
を
今
、
利
用
し
て
活
動

し
て
い
る
が
、
体
育
館
の
改
築
が
あ

る
の
で
、
そ
の
間
の
練
習
場
の
確
保

が
心
配
だ
．

招
沢
　
南
中
校
区
の
皆
さ
ん
に
は
、

川
治
小
の
体
育
館
を
利
用
し
て
も
ら

う
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

古
沢
　
中
条
小
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

で
、
皆
さ
ん
と
わ
き
あ
い
あ
い
と
や

っ
て
い
る
が
、
人
数
が
す
く
な
い
日

は
、
活
気
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

田
川
　
私
は
、
南
中
に
指
導
に
行
っ

て
い
る
が
、
施
設
面
で
は
満
足
で
き

る
が
卓
球
台
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
き
た
子
供
た
ち

が
遊
ん
で
い
て
倒
れ
た
り
し
て
危
険

だ
。宮

入
　
屋
外
体
育
施
設
で
不
足
し
て

い
る
の
は
野
球
の
練
習
場
だ
。
特
に

早
朝
野
球
が
足
り
な
い
．
人
数
が
す

く
な
い
チ
ー
ム
は
日
誌
な
ど
を
見
て

ニ
チ
ー
ム
に
借
す
と
か
ま
だ
有
効
な

利
用
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
．

　
プ
ー
ル
関
係
で
は
、
昨
年
、
幼
児

用
プ
ー
ル
が
出
来
て
充
実
し
た
が
、

も
う
一
ラ
ン
ク
上
の
小
学
校
低
学
年

用
の
施
設
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
．

庭
野
　
プ
ー
ル
の
学
校
開
放
は
．

掃
沢
　
プ
ー
ル
の
開
放
は
、
学
校
の

主
体
性
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
、
事

故
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
む
ず
か
し

い
。
地
区
体
協
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
る
地
区
も
あ
る
。

根
津
　
小
学
校
低
学
年
用
の
プ
ー
ル

は
、
今
の
段
階
で
は
む
ず
か
し
い
。

幼
児
用
プ
ー
ル
に
は
、
今
年
、
人
工

芝
を
張
っ
た
り
し
て
、
手
を
加
え
る

つ
も
り
だ
。
施
設
的
に
は
、
十
日
町

自
然
運
動
公
園
の
大
プ
・
ジ
ェ
ク
ト

計
画
を
進
め
て
い
る
が
．

宮
入
　
自
然
運
動
公
園
の
早
期
完
成

を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
利
用
す
る

場
合
は
、
土
、
日
だ
け
し
か
使
っ
て

い
な
い
と
い
う
よ
う
な
有
効
利
用
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
野
球
場
で

は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
の
試
合

を
観
戦
で
き
た
り
、
陸
上
競
技
場
で

は
、
大
き
な
大
会
を
誘
致
し
て
き
た

り
し
て
、
良
い
施
設
が
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
を
充
分
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

今
か
ら
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
。

庭
野
　
本
当
に
、
今
か
ら
出
来
あ
が

っ
た
時
に
充
分
活
用
出
来
る
体
制
づ

く
り
を
し
て
お
か
な
い
と
。
市
内
に

は
、
現
在
、
陸
上
競
技
場
が
な
い
の

で
、
何
を
す
る
に
も
学
校
施
設
を
利

用
し
て
い
る
。
小
千
谷
、
湯
沢
、
大

和
町
な
ど
み
な
公
認
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
い
る
．
市
内
の
公
認
審
判
員

の
数
は
、
県
下
で
も
三
本
の
指
に
入

る
く
ら
い
な
の
で
、
良
い
施
設
を
作

っ
て
も
ら
っ
て
、
大
き
な
大
会
を
誘

致
し
て
良
い
競
技
に
接
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と

　
　
　
　
体
力
が
十
年
違
う

根
津
次
に
、
活
動
面
か
ら
見
て
み

た
い
。
市
で
は
、
活
動
の
目
玉
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
地
区
体
協
、
指

導
者
の
養
成
、
今
年
、
連
合
会
を
結

成
し
た
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と

な
ど
話
題
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

宮
入
第
一
に
考
え
ら
れ
る
め
は
、

広
報
活
動
の
不
足
だ
。
婦
人
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
や
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
が
何
曜
日
で
、
種
目

は
何
か
と
な
る
と
徹
底
し
て
い
な
い
。

地
区
体
協
や
公
民
館
活
動
と
の
連
け

い
プ
レ
ー
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を
す
る

な
ど
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

庭
野
　
そ
の
へ
ん
の
問
題
は
、
体
協

の
中
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
単
協

の
活
動
と
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
に
基
礎
を

置
い
た
地
区
体
協
と
の
兼
ね
あ
い
を

充
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

梧
沢
　
広
報
活
動
で
は
、
各
地
区
に

世
話
役
的
な
推
進
員
を
置
い
て
、
地

域
の
利
用
者
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

を
し
て
も
ら
う
の
も
］
つ
の
方
法
だ
．

庭
野
　
体
育
指
導
員
は
、
今
ま
で
、

活
動
方
針
で
、
バ
レ
ー
を
中
心
に
し

た
人
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

体
育
指
導
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
各
単
協
の
応

援
体
制
も
整
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
．

田
川
　
自
分
で
や
っ
て
い
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ら
自
信
を
持
っ
て
や
れ
る

が
、
種
目
に
よ
っ
て
は
技
術
的
な
面

で
自
信
を
も
っ
て
指
導
で
き
な
い
の

も
あ
る
。

古
沢
　
今
ま
で
は
、
バ
レ
ー
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ
て
い
る
面
が
あ
っ
て
、
そ

の
前
の
準
備
運
動
の
段
階
で
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
。

上
村
　
大
会
が
目
の
前
に
せ
ま
っ
て

く
る
と
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
に
集
中

し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。

竹
内
　
私
た
ち
の
川
治
ク
ラ
ブ
は
、

十
三
人
ぐ
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
　
一

緒
に
や
り
た
い
人
は
い
る
の
だ
が
、

若
い
人
は
子
供
が
ち
い
さ
い
し
、
出

ら
れ
る
年
齢
に
な
る
と
体
が
き
か
な

く
な
る
。
家
庭
の
協
力
が
得
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
一
番
大
き
な
問
題
だ
．

古
沢
　
地
区
の
体
育
祭
に
行
っ
て
み

る
と
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を
し
て
い

る
人
は
、
ひ
と
き
わ
光
っ
て
見
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
と
い
な
い

人
は
体
力
的
に
十
年
位
違
う
よ
う
だ
。

燕
鰻
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘

塾
．

ズ
鵜
・
蔑
藺

　
市
体
育
協
会
理
事
長
、
市
体
育
指

導
委
員
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
競

技
、
と
幅
広
く
後
進
を
指
導
．

（
健一宮入

市
体
育
指
導
委
員
会
委
員
長

ス
キ
ー
、
排
球
、
野
球
に
と
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
を
指
導

田川久美子

　
市
体
育
指
導
委
員

南
中
会
場
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

指
導
、
全
国
青
年
大
会
代
表
選
手古沢美智代

　
市
体
育
指
導
委
員

中
条
中
会
場
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
指
導
。
全
国
青
年
大
会
代
表
選
手
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排球・羽球・卓球・籠球

アーチェリー・教委・婦

人会・公民館

5月1日～11月30目

利用団体

間期

家
族
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を

庭
野
　
十
年
前
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
で

　
も
出
や
す
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
は
、

　
気
が
ね
し
て
出
て
い
る
人
も
あ
っ
た
。

　
上
村
初
め
の
頃
は
、
婦
人
ス
ポ
ー

　
ツ
教
室
と
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
て

　
夜
遊
び
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

　
か
と
間
違
え
ら
れ
た
。

　
竹
内
家
庭
で
、
親
や
主
人
の
理
解

　
が
な
い
と
出
れ
な
い
が
、
私
の
チ
ー

　
ム
に
は
、
奥
さ
ん
が
試
合
や
練
習
に

　
出
る
の
に
、
だ
ん
な
さ
ん
が
、
送
り

　
迎
え
を
し
て
く
れ
た
り
、
応
援
を
し

　
て
く
れ
る
な
、
こ
や
か
な
家
庭
も
あ
る

　
庭
野
　
婦
人
を
出
や
す
く
す
る
の
に
、

　
、
こ
主
人
を
、
社
会
体
育
に
引
っ
張
り

　
込
む
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
．

　
上
村
時
々
は
、
夫
婦
で
や
れ
る
よ

　
う
な
種
目
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
．

　
根
津
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
大
会
に

　
お
父
さ
ん
が
応
援
に
出
か
け
て
く
れ

一
．
．
響
．
－
‘
…
一
．
審
．
“
・
・
迄
“
…
．
暑
．
‘
申
響
…
．
．
．
“
・
…
・
．
．
一
ず
…
・
．
．
．
一
■
…
亀
“
…
・
…
・
響
一
3
、
一
・
…
‘
…
書
…
‘
葛
・
。

　
る
の
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
お
父
さ

　
ん
の
応
援
団
賞
と
い
う
よ
う
な
の
も

　
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
樗
沢
　
家
族
の
理
解
は
、
そ
の
家
庭

　
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で
、
そ
う
い
う

　
意
味
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

　
大
事
に
な
る
。

　
庭
野
　
そ
の
中
心
に
な
る
の
は
、
や

　
は
り
地
区
体
協
の
活
動
だ
と
思
う
。

　
古
沢
若
い
お
母
さ
ん
は
、
お
姑
さ

　
ん
の
手
前
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
る
．
お
と
し
よ
り
向
き
の
ス
ポ
ー

　
ツ
も
取
り
入
れ
て
、
家
族
で
ス
ポ
ー

　
ツ
を
や
れ
る
体
制
を
整
え
た
ら
．

　
根
津
　
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
老

　
人
ス
ポ
ー
ツ
の
見
直
し
も
必
要
だ
．

　
種
目
を
何
に
す
る
か
研
究
し
て
い
る
．

　
宮
入
　
地
区
体
協
の
指
導
層
も
衣
替

　
え
し
な
い
で
、
メ
ン
バ
ー
は
結
婚
し

　
た
人
が
中
心
で
、
結
婚
前
の
人
は
入

　
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の

　
人
達
は
、
自
分
で
強
く
な
ろ
う
と
す

　
　
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
目

　
指
し
て
、
住
民
と
密
着
し
た
活
動
は
、
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　前　　　半

PM5：30～7：30

　後　　　半

PM7：30～9：30

月 バスケットiバレーボール 卓　球iバドミントン

火 卓　球iバスケット 婦人スボーッ教室

水 ルーボールi卓　球バドミントンi卓　球

木 バレ＋ルi卓　球 バドミントンiバドミントン

金
バドミントンi卓　球 ルーボールiルーボール

土 テ　　ニ　　ス
ルーボールiバレーボール

日

5月～11月第1，3月曜日

5月～11月第2水曜日

5月～7月毎週火曜日

●青年学級
●健康のつどい
●婦人スポーツ教室

好
ま
な
い
よ
う
だ
。

棉
沢
　
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
地
区
体
協
だ
け
で
な
く
、
単

協
の
中
で
も
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
は
。

庭
野
　
種
目
に
よ
っ
て
は
、
単
協
活

動
だ
け
で
地
区
と
つ
な
が
り
が
な
く

て
も
良
い
種
目
も
あ
る
が
、
バ
レ
！

や
野
球
な
ど
連
け
い
を
密
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
種
目
も
あ
り
、
体
協

内
部
で
調
整
を
し
な
け
れ
ば
。

梧
沢
　
単
協
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

っ
た
。
小
、
中
、
高
、
社
会
人
と
一

貫
し
た
指
導
体
制
の
確
立
も
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
体
育
課
に
期
待
す
る

3
．
一
亀
…
4
玉
三
■
…
…
』
竃
ま

婦人バレーボール

（ママさんバレー）連合会結成

宮
入
　
待
望
の
体
育
課
と
し
て
の
独

立
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
、
施
設

の
充
実
は
勿
論
、
余
暇
時
代
に
あ
っ

た
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
仲
問
つ
く
り
を
進

め
指
導
者
の
確
保
の
た
め
に
ズ
ポ
ー

ツ
バ
ン
ク
の
設
立
を
し
て
欲
し
い
。
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昨年度まで、市の婦人スポーッ教室

で練習してきたチームが同好会として

発足する動きがあります。このチーム

と既存のクラブチームで連合会設立の

準備が進められています。

　この連合会には、市バレー協会、市

体育指導委員会、市体育課で、技術の

向上や会の発展のため、全面的にバッ 　
庭
野
　
今
す
ぐ
に
は
表
わ
れ
な
い
だ

　
ろ
う
が
、
体
育
関
係
に
か
け
る
予
算

　
以
上
に
、
医
療
費
の
支
払
い
が
す
く

　
な
く
な
っ
た
と
何
年
後
か
に
言
わ
れ

　
る
よ
う
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

　
　
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
田
川
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
も
連
合
会

　
を
作
っ
て
独
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　
た
の
だ
か
ら
次
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
、

　
市
民
の
二
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

　
指
導
体
制
の
確
立
に
努
め
て
欲
し
い
。

　
古
沢
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
も
、
他

　
の
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
を
呼
ん
で

　
き
て
、
練
習
方
法
を
見
た
り
、
練
習

　
試
合
を
し
て
、
良
い
も
の
を
吸
収
す

　
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
。

　
上
村
・
竹
内
　
定
期
的
に
指
導
者
の

　
派
遣
や
養
成
に
援
助
を
し
て
欲
し
い

　
根
津
（
司
会
）
　
市
民
の
要
望
は
年

　
々
多
様
化
し
て
い
る
が
、
市
民
の
健

　
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
、

　
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
化
の
た
め
、
課
員

　
　
一
同
努
力
し
た
い
。
今
後
と
も
協
力

　
を
お
願
い
し
た
い
。
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澗
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器
　
諜
綻

　
　
呂
一
　
　
体
31
ー

　
　
こ
チ
　
　
　
市
一
旬

　
　
く
で
　
　
　
　
　
7
中

　
　
ゆ
区
　
。
　
せ
8
月

　
　
て
地
し
　
合
（
6

　
　
し
　
の
さ
　
　
い

　
　
を
れ
だ
　
　
問
　
　
会

　
　
プ
ぞ
く
　
　
・
　
　
大

　
　
ツ
れ
て
　
　
み
　
　
回

　
　
ア
そ
し
　
　
込
　
　
ー

　
　
ク
　
　
加
　
　
申
　
　
第

勝子竹内

　
川
治
ク
ラ
ブ
（
婦
人
バ
レ
ー
）
会

員
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

汗
を
流
し
て
い
る
。

　
　
子

欝
　
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
水
沢
ク
ラ
ブ
（
婦
人
バ
レ
ー
）
会

員
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ス
ポ
ド
ツ
愛

好
一
家
。

英男棉沢

市
体
育
課
参
事
。
元
十
中
教
諭
。

市
体
育
課
長
。

　司会
根津　史郎

衛生施設組合から

　5月12日（月）か

ら不燃物の埋立地が、

大倉から川西町霧谷

に変更になります。
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健
慶
と
仲
間
づ
く
り
を

　
市
で
は
、
四
月
か
ら
大
幅
な
機
構
改
革
を
実
施
し
、
体
育
課

を
新
設
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
施
設
の
充
実
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
市
の
体
育
の
振
興
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

皆
さ
ん
に
、
十
日
町
市
の
体
育
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

根
津
（
司
会
）
四
月
か
ら
機
構
改
革

に
よ
っ
て
体
育
課
が
新
設
さ
れ
課
員

一
同
張
り
切
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
で
、
生
活
に
密
着

し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
見
直
し
が
叫
ば
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
施
設
の
整
備

と
指
導
者
の
確
保
に
カ
を
入
れ
て
い

る
が
、
行
政
だ
け
の
力
に
は
限
界
が

あ
る
。
今
日
は
、
当
市
の
体
育
振
興

の
あ
り
方
と
手
だ
て
を
関
係
の
皆
さ

ん
か
ら
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

庭
野
　
最
初
に
施
設
面
で
は
、
社
会

体
育
で
は
昼
間
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な

い
の
で
学
校
体
育
と
の
関
連
で
効
率

的
な
投
資
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

根
津
　
現
在
十
三
力
校
を
学
校
開
放

校
に
指
定
し
、
今
年
中
に
、
馬
場
小

と
八
箇
小
に
照
明
工
事
を
し
、
来
年

は
開
放
校
に
指
定
す
る
。
学
校
施
設

が
社
会
体
育
の
有
効
な
資
源
だ
と
い

う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

上
村
　
水
沢
は
、
昨
年
照
明
工
事
が

終
っ
て
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
あ
の
施
設
に
入
り
き
れ
な

い
ぐ
ら
い
仲
間
の
輪
を
広
げ
な
い
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼻

庭
野
第
二
体
育
館
の
建
設
が
目
前

だ
が
、
昼
間
は
学
校
に
も
開
放
し
、

そ
の
か
わ
り
夜
は
、
一
般
の
人
が
学

校
施
設
を
利
用
出
来
る
よ
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
て
お
い
て
。

宮
入
　
学
校
施
設
の
開
放
で
は
、
職

業
訓
練
校
の
体
育
館
が
土
、
日
や
夜

間
は
、
空
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
そ

の
利
用
は
考
え
ら
淑
な
い
か
。
訓
練

校
ま
で
な
ら
良
い
が
、
小
学
校
は
遠

い
と
い
う
人
が
結
構
い
る
。

竹
内
　
南
中
を
今
、
利
用
し
て
活
動

し
て
い
る
が
、
体
育
館
の
改
築
が
あ

る
の
で
、
そ
の
間
の
練
習
場
の
確
保

が
心
配
だ
．

招
沢
　
南
中
校
区
の
皆
さ
ん
に
は
、

川
治
小
の
体
育
館
を
利
用
し
て
も
ら

う
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

古
沢
　
中
条
小
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

で
、
皆
さ
ん
と
わ
き
あ
い
あ
い
と
や

っ
て
い
る
が
、
人
数
が
す
く
な
い
日

は
、
活
気
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

田
川
　
私
は
、
南
中
に
指
導
に
行
っ

て
い
る
が
、
施
設
面
で
は
満
足
で
き

る
が
卓
球
台
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
き
た
子
供
た
ち

が
遊
ん
で
い
て
倒
れ
た
り
し
て
危
険

だ
。宮

入
　
屋
外
体
育
施
設
で
不
足
し
て

い
る
の
は
野
球
の
練
習
場
だ
。
特
に

早
朝
野
球
が
足
り
な
い
．
人
数
が
す

く
な
い
チ
ー
ム
は
日
誌
な
ど
を
見
て

ニ
チ
ー
ム
に
借
す
と
か
ま
だ
有
効
な

利
用
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
．

　
プ
ー
ル
関
係
で
は
、
昨
年
、
幼
児

用
プ
ー
ル
が
出
来
て
充
実
し
た
が
、

も
う
一
ラ
ン
ク
上
の
小
学
校
低
学
年

用
の
施
設
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
．

庭
野
　
プ
ー
ル
の
学
校
開
放
は
．

掃
沢
　
プ
ー
ル
の
開
放
は
、
学
校
の

主
体
性
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
、
事

故
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
む
ず
か
し

い
。
地
区
体
協
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
る
地
区
も
あ
る
。

根
津
　
小
学
校
低
学
年
用
の
プ
ー
ル

は
、
今
の
段
階
で
は
む
ず
か
し
い
。

幼
児
用
プ
ー
ル
に
は
、
今
年
、
人
工

芝
を
張
っ
た
り
し
て
、
手
を
加
え
る

つ
も
り
だ
。
施
設
的
に
は
、
十
日
町

自
然
運
動
公
園
の
大
プ
・
ジ
ェ
ク
ト

計
画
を
進
め
て
い
る
が
．

宮
入
　
自
然
運
動
公
園
の
早
期
完
成

を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
利
用
す
る

場
合
は
、
土
、
日
だ
け
し
か
使
っ
て

い
な
い
と
い
う
よ
う
な
有
効
利
用
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
野
球
場
で

は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
の
試
合

を
観
戦
で
き
た
り
、
陸
上
競
技
場
で

は
、
大
き
な
大
会
を
誘
致
し
て
き
た

り
し
て
、
良
い
施
設
が
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
を
充
分
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

今
か
ら
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
。

庭
野
　
本
当
に
、
今
か
ら
出
来
あ
が

っ
た
時
に
充
分
活
用
出
来
る
体
制
づ

く
り
を
し
て
お
か
な
い
と
。
市
内
に

は
、
現
在
、
陸
上
競
技
場
が
な
い
の

で
、
何
を
す
る
に
も
学
校
施
設
を
利

用
し
て
い
る
。
小
千
谷
、
湯
沢
、
大

和
町
な
ど
み
な
公
認
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
い
る
．
市
内
の
公
認
審
判
員

の
数
は
、
県
下
で
も
三
本
の
指
に
入

る
く
ら
い
な
の
で
、
良
い
施
設
を
作

っ
て
も
ら
っ
て
、
大
き
な
大
会
を
誘

致
し
て
良
い
競
技
に
接
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と

　
　
　
　
体
力
が
十
年
違
う

根
津
次
に
、
活
動
面
か
ら
見
て
み

た
い
。
市
で
は
、
活
動
の
目
玉
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
地
区
体
協
、
指

導
者
の
養
成
、
今
年
、
連
合
会
を
結

成
し
た
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と

な
ど
話
題
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

宮
入
第
一
に
考
え
ら
れ
る
め
は
、

広
報
活
動
の
不
足
だ
。
婦
人
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
や
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
が
何
曜
日
で
、
種
目

は
何
か
と
な
る
と
徹
底
し
て
い
な
い
。

地
区
体
協
や
公
民
館
活
動
と
の
連
け

い
プ
レ
ー
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を
す
る

な
ど
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

庭
野
　
そ
の
へ
ん
の
問
題
は
、
体
協

の
中
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
単
協

の
活
動
と
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
に
基
礎
を

置
い
た
地
区
体
協
と
の
兼
ね
あ
い
を

充
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

梧
沢
　
広
報
活
動
で
は
、
各
地
区
に

世
話
役
的
な
推
進
員
を
置
い
て
、
地

域
の
利
用
者
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

を
し
て
も
ら
う
の
も
］
つ
の
方
法
だ
．

庭
野
　
体
育
指
導
員
は
、
今
ま
で
、

活
動
方
針
で
、
バ
レ
ー
を
中
心
に
し

た
人
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

体
育
指
導
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
各
単
協
の
応

援
体
制
も
整
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
．

田
川
　
自
分
で
や
っ
て
い
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ら
自
信
を
持
っ
て
や
れ
る

が
、
種
目
に
よ
っ
て
は
技
術
的
な
面

で
自
信
を
も
っ
て
指
導
で
き
な
い
の

も
あ
る
。

古
沢
　
今
ま
で
は
、
バ
レ
ー
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ
て
い
る
面
が
あ
っ
て
、
そ

の
前
の
準
備
運
動
の
段
階
で
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
。

上
村
　
大
会
が
目
の
前
に
せ
ま
っ
て

く
る
と
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
に
集
中

し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。

竹
内
　
私
た
ち
の
川
治
ク
ラ
ブ
は
、

十
三
人
ぐ
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
　
一

緒
に
や
り
た
い
人
は
い
る
の
だ
が
、

若
い
人
は
子
供
が
ち
い
さ
い
し
、
出

ら
れ
る
年
齢
に
な
る
と
体
が
き
か
な

く
な
る
。
家
庭
の
協
力
が
得
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
一
番
大
き
な
問
題
だ
．

古
沢
　
地
区
の
体
育
祭
に
行
っ
て
み

る
と
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を
し
て
い

る
人
は
、
ひ
と
き
わ
光
っ
て
見
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
と
い
な
い

人
は
体
力
的
に
十
年
位
違
う
よ
う
だ
。

燕
鰻
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘

塾
．

ズ
鵜
・
蔑
藺

　
市
体
育
協
会
理
事
長
、
市
体
育
指

導
委
員
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
競

技
、
と
幅
広
く
後
進
を
指
導
．

（
健一宮入

市
体
育
指
導
委
員
会
委
員
長

ス
キ
ー
、
排
球
、
野
球
に
と
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
を
指
導

田川久美子

　
市
体
育
指
導
委
員

南
中
会
場
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

指
導
、
全
国
青
年
大
会
代
表
選
手古沢美智代

　
市
体
育
指
導
委
員

中
条
中
会
場
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
指
導
。
全
国
青
年
大
会
代
表
選
手

第3種郵便物認可）昭和55年5月10日と♂『ガ詐3（5
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排球・羽球・卓球・籠球

アーチェリー・教委・婦

人会・公民館

5月1日～11月30目

利用団体

間期

家
族
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を

庭
野
　
十
年
前
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
で

　
も
出
や
す
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
は
、

　
気
が
ね
し
て
出
て
い
る
人
も
あ
っ
た
。

　
上
村
初
め
の
頃
は
、
婦
人
ス
ポ
ー

　
ツ
教
室
と
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
て

　
夜
遊
び
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

　
か
と
間
違
え
ら
れ
た
。

　
竹
内
家
庭
で
、
親
や
主
人
の
理
解

　
が
な
い
と
出
れ
な
い
が
、
私
の
チ
ー

　
ム
に
は
、
奥
さ
ん
が
試
合
や
練
習
に

　
出
る
の
に
、
だ
ん
な
さ
ん
が
、
送
り

　
迎
え
を
し
て
く
れ
た
り
、
応
援
を
し

　
て
く
れ
る
な
、
こ
や
か
な
家
庭
も
あ
る

　
庭
野
　
婦
人
を
出
や
す
く
す
る
の
に
、

　
、
こ
主
人
を
、
社
会
体
育
に
引
っ
張
り

　
込
む
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
．

　
上
村
時
々
は
、
夫
婦
で
や
れ
る
よ

　
う
な
種
目
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
．

　
根
津
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
大
会
に

　
お
父
さ
ん
が
応
援
に
出
か
け
て
く
れ

一
．
．
響
．
－
‘
…
一
．
審
．
“
・
・
迄
“
…
．
暑
．
‘
申
響
…
．
．
．
“
・
…
・
．
．
一
ず
…
・
．
．
．
一
■
…
亀
“
…
・
…
・
響
一
3
、
一
・
…
‘
…
書
…
‘
葛
・
。

　
る
の
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
お
父
さ

　
ん
の
応
援
団
賞
と
い
う
よ
う
な
の
も

　
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
樗
沢
　
家
族
の
理
解
は
、
そ
の
家
庭

　
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で
、
そ
う
い
う

　
意
味
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

　
大
事
に
な
る
。

　
庭
野
　
そ
の
中
心
に
な
る
の
は
、
や

　
は
り
地
区
体
協
の
活
動
だ
と
思
う
。

　
古
沢
若
い
お
母
さ
ん
は
、
お
姑
さ

　
ん
の
手
前
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
る
．
お
と
し
よ
り
向
き
の
ス
ポ
ー

　
ツ
も
取
り
入
れ
て
、
家
族
で
ス
ポ
ー

　
ツ
を
や
れ
る
体
制
を
整
え
た
ら
．

　
根
津
　
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
老

　
人
ス
ポ
ー
ツ
の
見
直
し
も
必
要
だ
．

　
種
目
を
何
に
す
る
か
研
究
し
て
い
る
．

　
宮
入
　
地
区
体
協
の
指
導
層
も
衣
替

　
え
し
な
い
で
、
メ
ン
バ
ー
は
結
婚
し

　
た
人
が
中
心
で
、
結
婚
前
の
人
は
入

　
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の

　
人
達
は
、
自
分
で
強
く
な
ろ
う
と
す

　
　
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
目

　
指
し
て
、
住
民
と
密
着
し
た
活
動
は
、

・
…
f
…
・
…
‘
…
・
…
．
一
●
…
…
誘
。
…
…
』
●
…
…
議
甲
…
…
3
り
■
…
…
デ
…
・
。
・
3
一
■
一
・
…
。
‘
一
■
…

　前　　　半

PM5：30～7：30

　後　　　半

PM7：30～9：30

月 バスケットiバレーボール 卓　球iバドミントン

火 卓　球iバスケット 婦人スボーッ教室

水 ルーボールi卓　球バドミントンi卓　球

木 バレ＋ルi卓　球 バドミントンiバドミントン

金
バドミントンi卓　球 ルーボールiルーボール

土 テ　　ニ　　ス
ルーボールiバレーボール

日

5月～11月第1，3月曜日

5月～11月第2水曜日

5月～7月毎週火曜日

●青年学級
●健康のつどい
●婦人スポーツ教室

好
ま
な
い
よ
う
だ
。

棉
沢
　
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
地
区
体
協
だ
け
で
な
く
、
単

協
の
中
で
も
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
は
。

庭
野
　
種
目
に
よ
っ
て
は
、
単
協
活

動
だ
け
で
地
区
と
つ
な
が
り
が
な
く

て
も
良
い
種
目
も
あ
る
が
、
バ
レ
！

や
野
球
な
ど
連
け
い
を
密
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
種
目
も
あ
り
、
体
協

内
部
で
調
整
を
し
な
け
れ
ば
。

梧
沢
　
単
協
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

っ
た
。
小
、
中
、
高
、
社
会
人
と
一

貫
し
た
指
導
体
制
の
確
立
も
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
体
育
課
に
期
待
す
る

3
．
一
亀
…
4
玉
三
■
…
…
』
竃
ま

婦人バレーボール

（ママさんバレー）連合会結成

宮
入
　
待
望
の
体
育
課
と
し
て
の
独

立
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
、
施
設

の
充
実
は
勿
論
、
余
暇
時
代
に
あ
っ

た
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
仲
問
つ
く
り
を
進

め
指
導
者
の
確
保
の
た
め
に
ズ
ポ
ー

ツ
バ
ン
ク
の
設
立
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
…
■
●
i
曾
玉
…
・
三
峯
・
三
響
玉
・
…
三
…
亀
“
・
雷
9
笛
．
．
一
竃
三

昨年度まで、市の婦人スポーッ教室

で練習してきたチームが同好会として

発足する動きがあります。このチーム

と既存のクラブチームで連合会設立の

準備が進められています。

　この連合会には、市バレー協会、市

体育指導委員会、市体育課で、技術の

向上や会の発展のため、全面的にバッ 　
庭
野
　
今
す
ぐ
に
は
表
わ
れ
な
い
だ

　
ろ
う
が
、
体
育
関
係
に
か
け
る
予
算

　
以
上
に
、
医
療
費
の
支
払
い
が
す
く

　
な
く
な
っ
た
と
何
年
後
か
に
言
わ
れ

　
る
よ
う
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

　
　
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
田
川
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
も
連
合
会

　
を
作
っ
て
独
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　
た
の
だ
か
ら
次
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
、

　
市
民
の
二
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

　
指
導
体
制
の
確
立
に
努
め
て
欲
し
い
。

　
古
沢
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
も
、
他

　
の
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
を
呼
ん
で

　
き
て
、
練
習
方
法
を
見
た
り
、
練
習

　
試
合
を
し
て
、
良
い
も
の
を
吸
収
す

　
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
。

　
上
村
・
竹
内
　
定
期
的
に
指
導
者
の

　
派
遣
や
養
成
に
援
助
を
し
て
欲
し
い

　
根
津
（
司
会
）
　
市
民
の
要
望
は
年

　
々
多
様
化
し
て
い
る
が
、
市
民
の
健

　
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
、

　
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
化
の
た
め
、
課
員

　
　
一
同
努
力
し
た
い
。
今
後
と
も
協
力

　
を
お
願
い
し
た
い
。

■
●
…
i
．
…
三

峯
議
：
・
・
＝
ま
。
…
亀
3
・
憲
三
～
‘
…
…
ま
象
篭
』

丸
惨
　
　
澗

　
　
噛
つ
　
　
　
線

　
　
“
作
　
　
　
内
）

器
　
諜
綻

　
　
呂
一
　
　
体
31
ー

　
　
こ
チ
　
　
　
市
一
旬

　
　
く
で
　
　
　
　
　
7
中

　
　
ゆ
区
　
。
　
せ
8
月

　
　
て
地
し
　
合
（
6

　
　
し
　
の
さ
　
　
い

　
　
を
れ
だ
　
　
問
　
　
会

　
　
プ
ぞ
く
　
　
・
　
　
大

　
　
ツ
れ
て
　
　
み
　
　
回

　
　
ア
そ
し
　
　
込
　
　
ー

　
　
ク
　
　
加
　
　
申
　
　
第

勝子竹内

　
川
治
ク
ラ
ブ
（
婦
人
バ
レ
ー
）
会

員
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

汗
を
流
し
て
い
る
。

　
　
子

欝
　
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
水
沢
ク
ラ
ブ
（
婦
人
バ
レ
ー
）
会

員
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ス
ポ
ド
ツ
愛

好
一
家
。

英男棉沢

市
体
育
課
参
事
。
元
十
中
教
諭
。

市
体
育
課
長
。

　司会
根津　史郎

衛生施設組合から

　5月12日（月）か

ら不燃物の埋立地が、

大倉から川西町霧谷

に変更になります。



、
、
o
o
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市
の
融
資
制
度

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善

や
近
代
化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
中
小
企
業
の
振

興
を
図
る
た
め
次
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
借
入
希
望
の
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

三
力
年
超
五
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

五
力
年

以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
ヵ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む
　
　

、

運
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
七
五
％

四
力
年

以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
型
店
対
策

資
金

七
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
）

八
十
％
以
内
の
額

四
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

四
力
年
超
七
力
年
以
内

　
年
　
八
・
O
O
％

七
力
年

以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

商
店
街
等
近

代
化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

三
力
年
超
六
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

六
力
年

以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

鳳
備
資
金

　
転
資
金

三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
六
・
七
五
％

（
信
保
付
六
・
二
五
％
）

三
力
年

以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大
光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行

申
込
先
　
市
商
工
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
番
内
線
二
六
六
）
、
市
商
工
会
議

所
（
8
七
－
五
二
一
番
）
、
水
沢
商
工
会
（
奮
八
－
三
〇
三
五
番
）
へ
。

　
な
お
、
金
利
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
勤
労
者
住
宅

建
設
資
金
も
受
付
中

　
市
で
は
、
市
民
福
祉
の
一
環
と
し

て
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
促
進
の
た

め
、
市
の
預
託
金
と
労
働
金
庫
の
資

金
を
源
資
と
し
た
低
利
の
融
資
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

資
格
　
ω
現
在
ま
で
二
年
以
上
継
続

し
て
十
日
町
市
民
で
あ
る
人
。

回
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

資
金
の
用
途
　
市
内
に
、
こ
自
身
が
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
（
土
地
だ
け
購
入
す
る
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
）

重
油
な
ど
の
流
出
事
故
の

　
　
　
　
　
　
未
然
防
止
を

　
毎
年
、
苗
代
時
期
に
な
る
と
、

重
油
等
　
で
餐
巳

い
ま
す
。
特
に
春
先
は
、
冬
期

間
、
雪
の
た
め
油
水
分
離
槽
の

清
掃
が
で
き
ず
、
重
油
な
ど
も

か
な
り
滞
留
し
て
い
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
事
業

所
は
、
点
検
し
、
清
掃
（
汲
取

り
）
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
．
ま

た
、
染
色
工
場
な
ど
ポ
イ
ラ
ー

を
使
用
し
て
い
る
工
場
で
は
、

ボ
イ
ラ
ー
の
事
前
事
後
の
点
検

と
適
当
な
維
持
管
理
の
徹
底
を

図
ら
れ
る
よ
う
特
に
注
意
し
て

重
油
等
の
流
出
事
故
の
未
然
防

止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

借
入
金
額
　
十
万
円
き
ざ
み
で
、
百

万
円
～
三
百
万
円

受
付
期
間
　
四
月
二
十
一
日
か
ら
受

付
け
を
開
始
し
、
総
資
金
わ
く
に
達

す
る
ま
で
。

申
込
方
法
　
ω
住
宅
資
金
借
入
申
込

書
…
…
一
通
、
回
住
民
票
…
…
一
通

ω
土
地
、
建
物
の
登
記
簿
騰
本
…
－

各
一
通
を
所
属
組
合
を
経
由
し
て
労

金
へ
。

貸
出
金
利
お
よ
び
返
済
方
法
　
金
利

は
年
七
・
九
％
。
返
済
期
間
は
、
五

年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類
、
ボ

ー
ナ
ス
併
用
返
済
も
可
。
五
年
返
済

は
無
担
保
、
十
年
、
十
五
年
返
済
は
、

該
当
不
動
産
を
担
保
に
。

県
中
小
企
業
従
業
者

　
　
　
　
住
宅
資
金
も

　
県
中
小
企
業
従
事
者
住
宅
資
金
の

借
入
申
込
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

資
格
　
県
内
の
中
小
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
勤
労
者
で
、
自
分
で
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
ま

た
は
購
入
す
る
人
で
、
他
か
ら
の
調

達
が
困
難
な
人
。

貸
付
金
額
　
十
万
円
単
位
で
三
十
万

円
～
三
百
万
円
ま
で
。

利
率
　
年
七
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

月
賦
償
還
、
　
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
も
可
）

受
付
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま
で
。

申
込
場
所
　
借
入
申
込
書
を
、
取
扱

金
融
機
関
（
第
四
、
北
越
、
新
潟
相

互
、
大
光
相
互
）
へ
。

さ
ら
に
借
り
や
す
く

　
　
　
　
年
金
住
宅
資
金

　
社
団
法
人
新
潟
県
年
金
福
祉
協
会

で
は
、
年
金
福
祉
事
業
団
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
申
込
み
受
付
を
、
次
の

要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

選
定
方
法
　
受
付
順
に
無
抽
せ
ん
で

融
資
額
　
五
百
五
十
万
円
（
被
保
険

終
末
処
理
場

　
　
建
設
工
事
再
開

　
雪
の
た
め
中
止
さ
れ
て
い
た
下
島

地
内
の
下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設

工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
中
は
、
大
変
危
険
で
す
の
で

出
来
る
だ
け
近
か
よ
ら
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
や
む
を
得
ず
通
行
の

際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
な

お
、
見
学
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
、
現
場
事
務
所
の
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。

期
間
十
五
年
以
上
の
場
合
）
．
老
人

な
ど
が
同
居
す
る
場
合
は
、
割
増
制

度
が
あ
り
ま
す

利
率
　
一
般
住
宅
年
六
％
、
大
型
住

宅
年
八
・
五
％
。

申
込
場
所
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、

新
潟
相
互
銀
行
、
大
光
相
互
銀
行
、

県
労
働
金
庫
。

　
詳
細
は
、
社
団
法
人
新
潟
県
年
金

福
祉
協
会
（
8
0
二
五
二
ー
四
一
ー
六

八
○
○
番
）
か
取
扱
金
融
機
関
へ
。

下
水
道
管
渠

布
設
工
事
は
じ
ま
る

　
市
下
水
道
課
で
は
、
昭
和
五
十
八

年
度
一
部
通
水
を
目
標
に
、
計
画
的

に
管
渠
の
布
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
も
、
左
記
の
町
内
で
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。
後
日
、
実
施
町

内
に
は
説
明
会
に
お
伺
い
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

町
　
名

工
事
期
間

請
負
者

町
　
四

十
一
月
十
二
日

ま
で

植
木
組

町

十
月
十
三
日

ま
で

十
日
町
水

道
工
業

七
　
軒
　
町

十
月
二
十
三
日

ま
で

㈱
村
山
土
建

関
口
樋
口
町

　
一
月
十
二
日

ま
で

㈱
平
和
水
管
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照
婦
燵
蒸
薦
蠣
．
教
藝
開
蟻

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
頃
ス
ポ

ー
ツ
で
汗
を
流
す
機
会
の
少
な
い
ご

婦
人
を
対
象
に
、
健
康
増
進
と
明
る

い
仲
問
つ
く
り
を
目
指
し
て
婦
人
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
あ
な
た
、
何
か
と
ス

ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
、

一
週
間
に
一
回
、
仲
間
と
思
い
き
り

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
　
五
月
十
九
日
（
月
）
～
七
月

二
十
六
日
（
土
）
ま
で
の
十
週
間

時
間
　
各
教
室
と
も
夜
七
時
～
九
時

三
十
分

講
師
　
市
体
育
指
導
委
員
、
各
単
協

選
出
指
導
員

申
込
み
　
各
会
場
の
第
一
回
目
に
出

席
の
時
に
、
保
険
料
（
希
望
者
の
み
）

六
百
八
十
円
を
そ
え
て

そ
の
他
　
当
日
は
、
服
装
は
統
一
し

ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
ス

タ
イ
ル
で
。
詳
細
は
、
体
育
課
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
五
）
へ
。

会場及ぴ種目
会　　場 曜日 内　　　　　　容

水　沢　ノ1 毎週木 卓球、軽スポーツ、民踊など

ド　条　小 毎週火 バレーボール、軽スポーツ、民踊など

鐙　島　・1 毎週火 〃

真　田　ノ」 毎週火 〃

川　治　ノ1 毎週水 軽スポーツ、民踊、フォークダンス

吉　田　小 毎週火 〃

中　条　中 毎週水 テニス、軽スポーツ、民踊

市民体育昌 毎週火 〃

と6ガ夢3ア

東京新堀ギターアンサンブル

　　　コンサートのご案内

日時　5月23日、午後6時半

会場　十日町市民会館ホール

主催　十日町市公民館、十日

　　町市民コンサート協会

前売券　1，200円

　　　　　（当日券1，500円）

演奏曲目・アノレハンブラの思い出　●バロック風“春が

　来た”●愛の賛歌　●さくド）変奏曲　●口笛ポルカ

　●ドレミの歌など（15名編成、演奏部主任、小山清

　一十日町高校卒一）

前売券発売所　公民館、イトー楽器、ミヤコヤ、カワジ

時計店、ハトヤ時計店、大万書店、野上書店。

　
　
も

　
　
グ

　
　
　
ン

　
　
リ

う
ク
市
サ
ィ
ク
リ
ン
グ
協

よ
イ
会
で
は
、
自
然
に
親
し

は
サ
み
な
が
ら
、
正
し
い
サ

　
　
　
　
　
イ
ク
リ
ン
グ
技
術
を
身

お
　
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と

今
年
も
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
五
月
十
二
日
～
九
月
二

十
九
日
ま
で
の
毎
週
月
、
水
、
金

時
間
　
午
前
五
時
二
十
分
集
合
、
五

時
三
十
分
出
発
、
六
時
三
十
分
終
了

コ
ー
ス
　
約
十
キ
・
～
十
五
キ
・

集
合
場
所
　
市
役
所
前
広
場

参
加
料
　
千
円
（
中
学
生
以
下
七
百

円
．
－
…
保
険
料
を
含
む
）
ヅ

申
込
み
　
市
民
体
育
館
（
8
七
－
五

二
〇
八
番
）
か
市
内
各
自
転
車
店
、

ま
た
は
、
当
日
会
場
で
。

b・

シリ＿ズ照14

市政だより第1号発行

昭和31年5月25日

　
『
市
政
は
市
民
の
総
意
に
基
い
て

行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
わ
れ
ま
す

が
そ
の
為
に
は
お
互
い
が
良
き
理
解

の
上
に
立
っ
て
仕
事
を
進
め
て
行
く

事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
．
こ
の
度

「
市
政
だ
よ
り
」
を
発
刊
致
し
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
つ

い
て
充
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
市
政
に
対
す
る
皆
様
方
の
御
批

判
御
意
見
を
御
聞
か
せ
い
た
だ
く
資

料
に
も
し
．
考
え
て
ニ
ケ
月
に
一
回
発

行
す
る
こ
と
に
し
て
居
り
ま
す
。
何

分
と
も
こ
の
「
市
政
だ
よ
り
」
を
中

葺轍熟　輩
讐蕪武
膿全ン七

亭詫1　1・
涛簸
鏑

　衡
　織陰

糟
蝋
轟

診
～
篇
物
轟
震
蟹
購

｛　　　A

））

禰隊響
　》や璽ら、

紹・魁　と鰺晦3
、ノ、　、奉鞭撫轍
　　　岬．　養麟　織

幽　’　　　1纂樋、・
　　　　　、　　　　　　砧』（

　
　
　
　
　
　
　
　
響
、
　
F
、
冨

捻鯵

　
　
　
　
　
∠
ビ
、
。
　
・
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
、

心
に
し
て
よ
り
よ
き
市
政
を
盛
り
上

げ
て
行
く
た
め
に
御
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
』
原
文
の
ま
ま
。

　
こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十

五
日
発
行
「
十
日
町
市
政
だ
よ
り
」

第
一
号
巻
頭
の
、
当
時
山
口
孝
一
市

長
の
発
刊
の
こ
と
ば
で
す
．
今
か
ら

丁
度
二
十
四
年
前
に
当
り
ま
す
．
発

刊
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
当
時

は
ニ
ヵ
月
に
一
回
の
発
行
で
あ
り
紙

面
も
漸
く
タ
ブ
・
イ
ド
版
の
一
枚
両

刷
程
度
の
も
の
で
し
た
．
先
づ
発
行

に
あ
た
り
紙
名
を
ど
う
す
る
か
、
図

柄
は
、
紙
面
の
大
き
さ
、
発
行
回
数

配
布
先
、
記
事
は
ど
の
よ
う
に
し
て

集
め
る
か
等
々
の
話
し
合
い
が
も
た

れ
、
当
時
の
総
務
課
文
書
広
報
係
が

担
当
し
、
各
課
の
協
力
を
得
て
漸
く

第
一
号
が
出
来
上
っ
た
次
第
で
す
．

　
第
一
号
か
ら
第
四
十
瓦
号
（
昭
和

三
十
五
年
六
月
十
日
）
ま
で
の
図
柄

に
つ
い
て
は
私
の
案
が
採
用
さ
れ
、

文
字
は
元
市
役
所
の
職
員
阿
部
勝
造

さ
ん
か
ら
お
願
い
を
し
た
も
の
で
す
。

今
か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
誠
に
幼
稚

な
も
の
で
し
た
が
、
い
か
に
も
急
造

さ
れ
た
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

汗
顔
の
い
た
り
で
す
．

　
当
時
の
紙
面
を
拝
見
し
ま
し
た
ら

一
年
間
の
予
算
規
模
（
一
般
会
計
）

は
総
額
で
一
億
七
千
余
万
円
、
職
員

の
総
数
は
特
別
職
を
含
む
市
長
以
下

出
先
機
関
、
臨
職
を
含
め
二
百
三
＋

人
、
人
口
は
四
万
参
千
四
百
参
拾
九

名
で
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
七
年

に
旧
水
沢
村
と
合
併
し
、
現
在
の
姿

に
な
り
ま
し
た
が
、
人
口
は
依
然
と

し
て
横
ば
い
状
態
が
続
き
、
予
算
の

総
額
は
九
十
七
億
七
千
余
万
円
と
約

五
十
七
倍
と
な
り
、
職
員
数
は
五
百

九
十
人
と
約
二
・
六
倍
に
ふ
く
れ
上

が
っ
て
い
ま
す
。
「
市
政
だ
よ
り
」
も

名
称
が
変
り
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」

と
な
り
毎
月
十
日
発
行
。
外
に
「
お

知
ら
せ
版
」
が
毎
月
二
十
五
日
に
発

行
さ
れ
、
当
時
と
比
較
し
て
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
二
十
四
年

と
い
う
歳
月
は
、
百
年
の
四
半
世
紀

に
当
り
遠
い
昔
の
こ
と
に
な
り
つ
つ

あ
り
今
当
時
を
思
い
起
す
と
き
、
何

か
昨
日
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
市
が

発
足
し
た
時
の
情
景
が
走
馬
燈
の
よ

う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
浮
か
ん
で
は

消
え
て
行
き
ま
す
．
特
に
、
市
発
足

当
時
の
職
員
だ
っ
た
多
く
の
方
々
が

既
に
故
人
と
な
ら
れ
、
又
は
退
職
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
「
市
政
だ
よ
り
」

第
一
号
発
刊
の
模
様
を
記
す
に
当
り
、

各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
と
．
こ
指
導

を
感
謝
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
上
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
士
郎
）



、
、
o
o
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市
の
融
資
制
度

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善

や
近
代
化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
中
小
企
業
の
振

興
を
図
る
た
め
次
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
借
入
希
望
の
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

三
力
年
超
五
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

五
力
年

以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
ヵ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む
　
　

、

運
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
七
五
％

四
力
年

以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
型
店
対
策

資
金

七
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
）

八
十
％
以
内
の
額

四
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

四
力
年
超
七
力
年
以
内

　
年
　
八
・
O
O
％

七
力
年

以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

商
店
街
等
近

代
化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

三
力
年
超
六
力
年
以
内

　
年
　
七
・
七
五
％

六
力
年

以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

鳳
備
資
金

　
転
資
金

三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
六
・
七
五
％

（
信
保
付
六
・
二
五
％
）

三
力
年

以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大
光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行

申
込
先
　
市
商
工
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
番
内
線
二
六
六
）
、
市
商
工
会
議

所
（
8
七
－
五
二
一
番
）
、
水
沢
商
工
会
（
奮
八
－
三
〇
三
五
番
）
へ
。

　
な
お
、
金
利
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
勤
労
者
住
宅

建
設
資
金
も
受
付
中

　
市
で
は
、
市
民
福
祉
の
一
環
と
し

て
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
促
進
の
た

め
、
市
の
預
託
金
と
労
働
金
庫
の
資

金
を
源
資
と
し
た
低
利
の
融
資
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

資
格
　
ω
現
在
ま
で
二
年
以
上
継
続

し
て
十
日
町
市
民
で
あ
る
人
。

回
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

資
金
の
用
途
　
市
内
に
、
こ
自
身
が
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
（
土
地
だ
け
購
入
す
る
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
）

重
油
な
ど
の
流
出
事
故
の

　
　
　
　
　
　
未
然
防
止
を

　
毎
年
、
苗
代
時
期
に
な
る
と
、

重
油
等
　
で
餐
巳

い
ま
す
。
特
に
春
先
は
、
冬
期

間
、
雪
の
た
め
油
水
分
離
槽
の

清
掃
が
で
き
ず
、
重
油
な
ど
も

か
な
り
滞
留
し
て
い
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
事
業

所
は
、
点
検
し
、
清
掃
（
汲
取

り
）
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
．
ま

た
、
染
色
工
場
な
ど
ポ
イ
ラ
ー

を
使
用
し
て
い
る
工
場
で
は
、

ボ
イ
ラ
ー
の
事
前
事
後
の
点
検

と
適
当
な
維
持
管
理
の
徹
底
を

図
ら
れ
る
よ
う
特
に
注
意
し
て

重
油
等
の
流
出
事
故
の
未
然
防

止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

借
入
金
額
　
十
万
円
き
ざ
み
で
、
百

万
円
～
三
百
万
円

受
付
期
間
　
四
月
二
十
一
日
か
ら
受

付
け
を
開
始
し
、
総
資
金
わ
く
に
達

す
る
ま
で
。

申
込
方
法
　
ω
住
宅
資
金
借
入
申
込

書
…
…
一
通
、
回
住
民
票
…
…
一
通

ω
土
地
、
建
物
の
登
記
簿
騰
本
…
－

各
一
通
を
所
属
組
合
を
経
由
し
て
労

金
へ
。

貸
出
金
利
お
よ
び
返
済
方
法
　
金
利

は
年
七
・
九
％
。
返
済
期
間
は
、
五

年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類
、
ボ

ー
ナ
ス
併
用
返
済
も
可
。
五
年
返
済

は
無
担
保
、
十
年
、
十
五
年
返
済
は
、

該
当
不
動
産
を
担
保
に
。

県
中
小
企
業
従
業
者

　
　
　
　
住
宅
資
金
も

　
県
中
小
企
業
従
事
者
住
宅
資
金
の

借
入
申
込
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

資
格
　
県
内
の
中
小
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
勤
労
者
で
、
自
分
で
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
ま

た
は
購
入
す
る
人
で
、
他
か
ら
の
調

達
が
困
難
な
人
。

貸
付
金
額
　
十
万
円
単
位
で
三
十
万

円
～
三
百
万
円
ま
で
。

利
率
　
年
七
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

月
賦
償
還
、
　
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
も
可
）

受
付
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま
で
。

申
込
場
所
　
借
入
申
込
書
を
、
取
扱

金
融
機
関
（
第
四
、
北
越
、
新
潟
相

互
、
大
光
相
互
）
へ
。

さ
ら
に
借
り
や
す
く

　
　
　
　
年
金
住
宅
資
金

　
社
団
法
人
新
潟
県
年
金
福
祉
協
会

で
は
、
年
金
福
祉
事
業
団
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
申
込
み
受
付
を
、
次
の

要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

選
定
方
法
　
受
付
順
に
無
抽
せ
ん
で

融
資
額
　
五
百
五
十
万
円
（
被
保
険

終
末
処
理
場

　
　
建
設
工
事
再
開

　
雪
の
た
め
中
止
さ
れ
て
い
た
下
島

地
内
の
下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設

工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
中
は
、
大
変
危
険
で
す
の
で

出
来
る
だ
け
近
か
よ
ら
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
や
む
を
得
ず
通
行
の

際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
な

お
、
見
学
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
、
現
場
事
務
所
の
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。

期
間
十
五
年
以
上
の
場
合
）
．
老
人

な
ど
が
同
居
す
る
場
合
は
、
割
増
制

度
が
あ
り
ま
す

利
率
　
一
般
住
宅
年
六
％
、
大
型
住

宅
年
八
・
五
％
。

申
込
場
所
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、

新
潟
相
互
銀
行
、
大
光
相
互
銀
行
、

県
労
働
金
庫
。

　
詳
細
は
、
社
団
法
人
新
潟
県
年
金

福
祉
協
会
（
8
0
二
五
二
ー
四
一
ー
六

八
○
○
番
）
か
取
扱
金
融
機
関
へ
。

下
水
道
管
渠

布
設
工
事
は
じ
ま
る

　
市
下
水
道
課
で
は
、
昭
和
五
十
八

年
度
一
部
通
水
を
目
標
に
、
計
画
的

に
管
渠
の
布
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
も
、
左
記
の
町
内
で
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。
後
日
、
実
施
町

内
に
は
説
明
会
に
お
伺
い
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

町
　
名

工
事
期
間

請
負
者

町
　
四

十
一
月
十
二
日

ま
で

植
木
組

町

十
月
十
三
日

ま
で

十
日
町
水

道
工
業

七
　
軒
　
町

十
月
二
十
三
日

ま
で

㈱
村
山
土
建

関
口
樋
口
町

　
一
月
十
二
日

ま
で

㈱
平
和
水
管
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照
婦
燵
蒸
薦
蠣
．
教
藝
開
蟻

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
頃
ス
ポ

ー
ツ
で
汗
を
流
す
機
会
の
少
な
い
ご

婦
人
を
対
象
に
、
健
康
増
進
と
明
る

い
仲
問
つ
く
り
を
目
指
し
て
婦
人
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
あ
な
た
、
何
か
と
ス

ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
、

一
週
間
に
一
回
、
仲
間
と
思
い
き
り

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
　
五
月
十
九
日
（
月
）
～
七
月

二
十
六
日
（
土
）
ま
で
の
十
週
間

時
間
　
各
教
室
と
も
夜
七
時
～
九
時

三
十
分

講
師
　
市
体
育
指
導
委
員
、
各
単
協

選
出
指
導
員

申
込
み
　
各
会
場
の
第
一
回
目
に
出

席
の
時
に
、
保
険
料
（
希
望
者
の
み
）

六
百
八
十
円
を
そ
え
て

そ
の
他
　
当
日
は
、
服
装
は
統
一
し

ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
ス

タ
イ
ル
で
。
詳
細
は
、
体
育
課
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
五
）
へ
。

会場及ぴ種目
会　　場 曜日 内　　　　　　容

水　沢　ノ1 毎週木 卓球、軽スポーツ、民踊など

ド　条　小 毎週火 バレーボール、軽スポーツ、民踊など

鐙　島　・1 毎週火 〃

真　田　ノ」 毎週火 〃

川　治　ノ1 毎週水 軽スポーツ、民踊、フォークダンス

吉　田　小 毎週火 〃

中　条　中 毎週水 テニス、軽スポーツ、民踊

市民体育昌 毎週火 〃

と6ガ夢3ア

東京新堀ギターアンサンブル

　　　コンサートのご案内

日時　5月23日、午後6時半

会場　十日町市民会館ホール

主催　十日町市公民館、十日

　　町市民コンサート協会

前売券　1，200円

　　　　　（当日券1，500円）

演奏曲目・アノレハンブラの思い出　●バロック風“春が

　来た”●愛の賛歌　●さくド）変奏曲　●口笛ポルカ

　●ドレミの歌など（15名編成、演奏部主任、小山清

　一十日町高校卒一）

前売券発売所　公民館、イトー楽器、ミヤコヤ、カワジ

時計店、ハトヤ時計店、大万書店、野上書店。

　
　
も

　
　
グ

　
　
　
ン

　
　
リ

う
ク
市
サ
ィ
ク
リ
ン
グ
協

よ
イ
会
で
は
、
自
然
に
親
し

は
サ
み
な
が
ら
、
正
し
い
サ

　
　
　
　
　
イ
ク
リ
ン
グ
技
術
を
身

お
　
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と

今
年
も
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
五
月
十
二
日
～
九
月
二

十
九
日
ま
で
の
毎
週
月
、
水
、
金

時
間
　
午
前
五
時
二
十
分
集
合
、
五

時
三
十
分
出
発
、
六
時
三
十
分
終
了

コ
ー
ス
　
約
十
キ
・
～
十
五
キ
・

集
合
場
所
　
市
役
所
前
広
場

参
加
料
　
千
円
（
中
学
生
以
下
七
百

円
．
－
…
保
険
料
を
含
む
）
ヅ

申
込
み
　
市
民
体
育
館
（
8
七
－
五

二
〇
八
番
）
か
市
内
各
自
転
車
店
、

ま
た
は
、
当
日
会
場
で
。

b・
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市政だより第1号発行

昭和31年5月25日

　
『
市
政
は
市
民
の
総
意
に
基
い
て

行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
わ
れ
ま
す

が
そ
の
為
に
は
お
互
い
が
良
き
理
解

の
上
に
立
っ
て
仕
事
を
進
め
て
行
く

事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
．
こ
の
度

「
市
政
だ
よ
り
」
を
発
刊
致
し
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
つ

い
て
充
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
市
政
に
対
す
る
皆
様
方
の
御
批

判
御
意
見
を
御
聞
か
せ
い
た
だ
く
資

料
に
も
し
．
考
え
て
ニ
ケ
月
に
一
回
発

行
す
る
こ
と
に
し
て
居
り
ま
す
。
何

分
と
も
こ
の
「
市
政
だ
よ
り
」
を
中

葺轍熟　輩
讐蕪武
膿全ン七

亭詫1　1・
涛簸
鏑

　衡
　織陰

糟
蝋
轟

診
～
篇
物
轟
震
蟹
購

｛　　　A

））

禰隊響
　》や璽ら、

紹・魁　と鰺晦3
、ノ、　、奉鞭撫轍
　　　岬．　養麟　織

幽　’　　　1纂樋、・
　　　　　、　　　　　　砧』（

　
　
　
　
　
　
　
　
響
、
　
F
、
冨

捻鯵

　
　
　
　
　
∠
ビ
、
。
　
・
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
、

心
に
し
て
よ
り
よ
き
市
政
を
盛
り
上

げ
て
行
く
た
め
に
御
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
』
原
文
の
ま
ま
。

　
こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十

五
日
発
行
「
十
日
町
市
政
だ
よ
り
」

第
一
号
巻
頭
の
、
当
時
山
口
孝
一
市

長
の
発
刊
の
こ
と
ば
で
す
．
今
か
ら

丁
度
二
十
四
年
前
に
当
り
ま
す
．
発

刊
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
当
時

は
ニ
ヵ
月
に
一
回
の
発
行
で
あ
り
紙

面
も
漸
く
タ
ブ
・
イ
ド
版
の
一
枚
両

刷
程
度
の
も
の
で
し
た
．
先
づ
発
行

に
あ
た
り
紙
名
を
ど
う
す
る
か
、
図

柄
は
、
紙
面
の
大
き
さ
、
発
行
回
数

配
布
先
、
記
事
は
ど
の
よ
う
に
し
て

集
め
る
か
等
々
の
話
し
合
い
が
も
た

れ
、
当
時
の
総
務
課
文
書
広
報
係
が

担
当
し
、
各
課
の
協
力
を
得
て
漸
く

第
一
号
が
出
来
上
っ
た
次
第
で
す
．

　
第
一
号
か
ら
第
四
十
瓦
号
（
昭
和

三
十
五
年
六
月
十
日
）
ま
で
の
図
柄

に
つ
い
て
は
私
の
案
が
採
用
さ
れ
、

文
字
は
元
市
役
所
の
職
員
阿
部
勝
造

さ
ん
か
ら
お
願
い
を
し
た
も
の
で
す
。

今
か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
誠
に
幼
稚

な
も
の
で
し
た
が
、
い
か
に
も
急
造

さ
れ
た
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

汗
顔
の
い
た
り
で
す
．

　
当
時
の
紙
面
を
拝
見
し
ま
し
た
ら

一
年
間
の
予
算
規
模
（
一
般
会
計
）

は
総
額
で
一
億
七
千
余
万
円
、
職
員

の
総
数
は
特
別
職
を
含
む
市
長
以
下

出
先
機
関
、
臨
職
を
含
め
二
百
三
＋

人
、
人
口
は
四
万
参
千
四
百
参
拾
九

名
で
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
七
年

に
旧
水
沢
村
と
合
併
し
、
現
在
の
姿

に
な
り
ま
し
た
が
、
人
口
は
依
然
と

し
て
横
ば
い
状
態
が
続
き
、
予
算
の

総
額
は
九
十
七
億
七
千
余
万
円
と
約

五
十
七
倍
と
な
り
、
職
員
数
は
五
百

九
十
人
と
約
二
・
六
倍
に
ふ
く
れ
上

が
っ
て
い
ま
す
。
「
市
政
だ
よ
り
」
も

名
称
が
変
り
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」

と
な
り
毎
月
十
日
発
行
。
外
に
「
お

知
ら
せ
版
」
が
毎
月
二
十
五
日
に
発

行
さ
れ
、
当
時
と
比
較
し
て
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
二
十
四
年

と
い
う
歳
月
は
、
百
年
の
四
半
世
紀

に
当
り
遠
い
昔
の
こ
と
に
な
り
つ
つ

あ
り
今
当
時
を
思
い
起
す
と
き
、
何

か
昨
日
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
市
が

発
足
し
た
時
の
情
景
が
走
馬
燈
の
よ

う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
浮
か
ん
で
は

消
え
て
行
き
ま
す
．
特
に
、
市
発
足

当
時
の
職
員
だ
っ
た
多
く
の
方
々
が

既
に
故
人
と
な
ら
れ
、
又
は
退
職
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
「
市
政
だ
よ
り
」

第
一
号
発
刊
の
模
様
を
記
す
に
当
り
、

各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
と
．
こ
指
導

を
感
謝
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
上
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
士
郎
）
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の
手
で
創
り
出
す
趣
味
を
通
じ
て
・
　
和
道
会

今
ま
で
に
な
い
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
　
　
代
表
　
庭
野
茂
樹
（
田
川
町
二
）

い
を
大
切
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と
、
生
　
　
旅
は
人
を
豊
か
に
し
ま
す
。
し
か

活
に
密
着
し
た
模
様
彫
り
、
飾
り
物
　
し
、
た
だ
単
に
観
光
旅
行
で
あ
れ
ば

茶
器
な
ど
を
彫
刻
．
そ
し
て
年
一
回
　
行
っ
て
来
た
と
い
う
記
録
と
何
枚
か

彫
刻
品
や
木
工
芸
産
地
の
見
学
研
修
　
の
ス
ナ
ッ
プ
が
残
る
だ
け
で
す
。
そ
か
ら
五
十
五
歳
の
人
達
の
集
ま
り
で
、

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
こ
に
自
分
達
だ
け
の
計
画
、
工
夫
や
こ
う
し
た
も
の
か
ら
生
ま
れ
る
親
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
的
が
企
み
込
ま
れ
る
二
と
で
、
さ
感
も
ま
た
尊
い
も
の
と
思
い
ま
す
．

　
手
芸
か
の
こ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
楽
し
く
想
い
出
深
い
旅
に
な
る
　
　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
の
民

代
表
村
竹
貴
与
子
（
諏
訪
町
）
も
初
．
和
道
会
は
こ
ん
な
雰
囲
気
の
一
割
輌
の
練
習
が
続
く
も
の
と
思
い
ま
す
疑

　
妻
有
木
彫
り
会

　
代
表
　
大
矢
貞
一
（
稲
荷
町
二
）

　
公
民
館
本
館
主
催
の
“
木
彫
り
教

室
〃
を
基
盤
に
し
て
、
同
好
者
の
育

成
を
図
る
目
的
で
庭
野
秀
正
先
生
の

指
導
下
で
結
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
会

で
す
。

　
素
朴
な
手
作
り
の
木
彫
品
を
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匙
　
【
0
6
藝

　
新
水
民
謡
練
習
ク
ラ
ブ

　
代
表
　
久
保
田
清
太
郎
（
新
水
）

　
昭
和
五
十
一
年
度
に
開
か
れ
た
民

謡
講
座
（
飛
渡
）
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
、
新
水
民
謡
練
習
ク
ラ
ブ
で
す
。

月
三
回
の
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で
の

二
時
間
、
お
茶
を
飲
む
の
も
忘
れ
、

日
常
の
仕
事
も
忘
れ
て
素
直
に
民
謡

の
勉
強
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
ま
た
年
齢
も
三
十
五
歳
位

轡つ春騨i帯民濫罷祭・
　　　　　　　　　　　購

★とき

5月14日（水）夜7時～9時

★ところ

市民会館ホール

入場料・一・無料です。

★発表団体

○市民吹奏楽団

○飛渡民謡愛好会

〇十目町民謡研究会

○新座公民館民踊教室

○新座公民館民謡教室

ご家族・職場のお仲間とさそ

いあわせてお出かけください。

　　中条地区公民館
■中条青年の村

活花のひろば　第2・4水曜日夜
料理　　〃　第1・3木曜日夜

レクリェーション　〃　毎週火曜日夜

体育　〃　毎週月、金曜日夜

■食生活教室　第2火曜日夜
■活花　i着付　　〃

■焼物教室　毎週金曜日夜

■俳句教室　第3金曜日夜

■中条の歴史　月1回夜
■おばあちゃんの勉強室　月1回
■おばあちやんの手芸　月1回

　　　（B2－2748番）
　　下条地区公民館

ロ青年教室

写真　第1・3火曜日夜
■婦人学級

手芸月1回昼
食生活　月1回昼

着付　毎週1回夜

■料理教室　第3土曜日夜

■活花教室　第3火曜日夜

■健康づくりのつどい

　（中央、上新田、上組各会場）

■菊づくり　月1回夜

■上新田活花　週1回夜
■上新田手芸　月1回夜

　　　（奮5－2004番）

中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
は

十
名
。
毎
月
一
回
は
田
村
泰
宏
先
生

の
指
導
で
お
茶
を
た
て
あ
い
な
が
ら

懇
親
を
深
め
な
が
ら
、
本
音
の
み
の

つ
き
あ
い
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　　水沢地区公民館
■青隼講座　計5回夜

■食生活敦室　月1回昼
■日本舞踊教室　月2回夜

■姿あみもの講座　月2回昼・夜

■土市婦人学級　月2回夜

■書道教室　月2回夜

■ぶどうづくり教室　月1回昼

■小謡教室　月1回夜

■やきもの教室　月2回夜

■俳句・和歌教室　月1回夜

■婦人体育教室

　　卓球毎週木曜日夜
　　バレーボール　毎週火曜日夜

　　　（密8－3101番）
　　飛渡地区公民館
■枯木又婦人学級　月1回夜

凹東部婦人学級　月1回夜

■稲原婦人講座（いけ花）　月1回夜

■枯木又婦人講座（習字）　月1回夜

■料理教室　月1回昼

■東部分館講座（いけ花）　月1回夜

■飛渡分館（習字）　月4回昼

■池入分館講座（いけ花）　月1回夜

■老人講座　月1回昼

■家庭教育講座　計5～6回昼

　　　　．（B7－8743番）

5月17日（土）午前10時15分～10時45分までN　STrいい旅チャレンジ20，000キロ」

の中で十日町市が紹介されますのでごらんください。
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高
校
生
以
下

月
二
十
日
ま

三
五
七
五
番

七
－
二
四
〇

　　　　　　　　　　　　　　　にで所
探鳥会～5月は愛鳥月間～簾蒸吉1
　　　　　　　　　　　　　　　くさの町…

時
三
十
分

会
…
午
前
四
時
三

六
時
三
十
分

…
午
前
九
時

を
持
参
の
こ
と

費
は
大
人
五
百
円

円
。
申
込
み
は
五

事
務
局
（
8
二
ー

）
又
は
保
健
所
（
8

）
に
電
話
で
。

　　　　　★（4）十（3）午（2）スダ）＿　U）★　★★だれ“野、
〇十で三参朝解分探前集が午本下集日神と期さま探鳥
番高に百加食散～鳥四合出前町条合程明こ日いす鳥の…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o六会時時ま四二為場

　　三問す時角永所
神
明
神
社

屋
さ
ん
前
か

マ
イ
ク
ロ
バ

。
）

　
六
月
一
日
（
日

ろ公
園
（
下
条
為
永

o　ム　ム．　 7丼；訂…
ど”　甲’

うが＋1
ぞ次日㌔、5月18日（日）催し物案内
ワ“の町’
気要保）★翻　宴……午前10時半
軽項健㌔★ところ……十日町市民体育館

　　　｝⇔’81新潟県きものの女王コンテスト

　　　1⇔きものショー 　
　
　
　
　
　
　
　
　
焦
　
協
・

　
　
　
捌
　
嘆
蘇

　
　
　
継
　
紬
鷲

　
　
　
由
　
　
　
　
　
、
　
市
会

　
　
　
、
　
　
　
　
が
　
　
町
員

　
義
と
　
　
　
　
　
た
　
　
日
委

　
談
こ
　
　
　
　
か
　
　
＋
行

　
　
の
ま
　
　
ン
　
　
の
　
　
　
、
実

　
も
田
　
オ
、
く
　
は
り

　
　
き
藤
会
リ
ス
［
多
　
　
せ
つ

一
・
　
、
選
ビ
ビ
も
。
わ
ま

ヨ
一
々
抽
パ
「
で
い
合
の

シ
ョ
蝶
み
の
サ
り
さ
い
も

の
シ
コ
し
も
■
の
と
下
問
き

も
謡
ヤ
楽
べ
茶
ひ
し
お
合

瓢
ミ
．
雛
艦
※
罐
※
雛

　
た
く
さ
ん
の
野
生
鳥
獣
が
住
む
こ

と
は
自
然
環
境
の
真
の
姿
で
す
。
最

近
は
違
法
に
「
ワ
ナ
」
等
を
使
っ
て

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
例
が
多
発
し

を
て
い
享
．
よ
り
よ
い
自

力
然
環
境
保
全
の
た
め
に
次

協
吻
こ
と
に
市
民
の
皆
さ
ん

ザ
㌧
　
ヵ
ら
ご
協
力
を
！

　
ゆ
㌧
　
●
狩
猟
免
許
（
甲
種
）
の

じ止
な
い
人
は
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ

防
ネ
、
テ
ン
、
イ
タ
チ
、
ウ

反
　
　
　
　
サ
ギ
な
ど
を
猟
具
（
ト
ラ

違
バ
サ
ミ
等
）
を
用
い
て
捕

獲
獲
の
禁
止
．

捕
．
春
は
野
生
懲
黙
殖

鰍
響
難
・
耀
の

生
．
野
鷹
獣
を
飼
う
こ
と

野
は
臨
と
し
て
認
め
ら
れ

　
　
　
　
て
い
ま
せ
ん
。

　
違
反
者
な
ど
の
、
こ
連
絡
や
問
い
合

わ
せ
は
、
警
察
署
、
保
健
所
、
鳥
獣

保
護
委
員
（
越
村
巳
則
－
中
条
旭
町

高
橋
正
二
－
川
西
町
三
領
）
へ
。

＝
3
■
■
。
一
『
2
一
…
甲
9
ま
．
。
・
●
り
・
ま
一
…
。
＝
．
σ
，
，
・
■
。
●
・
．
一
一
…
一
・
噂
3
一
三
．
●
．
チ
…
．
り
．
」
三
響
．
嘔
3
9
…
．
．
り
’
3
9
＝
ワ
3
一
三
三
3
3

　
郵
政
省
簡
易
保
険
局
で
は
、
簡
易

保
険
資
金
融
資
施
設
を
題
材
に
し
た

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
次
の
要
項
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
★
募
集
期
間

金
レ
　
七
月
三
±
日
困
ま
で
・

資
2
★
内
容

険
一
　
融
資
施
設
を
題
材
こ
し

保
ク
　
　
　
、
　
　
ー

　
　
　
　
た
明
る
し
写
真

易
ン

簡
コ
★
大
き
さ
　
　
’

徊
真
＋
絆
墾
ラ
イ
ド
、
、
、

第
写
量
は
四
・
切
－

　
　
　
　
★
応
募
点
数

集
カ
ラ
ー
・
白
黒
の
両
部

募
と
も
そ
れ
ぞ
れ
五
点
以
内

品
％
写
真
は
、
組
、
二
枚
以

作
★
塞
員

　
　
　
　
　
長
野
重
一
（
日
本
写
真

家
協
会
会
員
ほ
か
）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
便
局

の
保
険
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
十
日
町
郵
便
局
8
七
ー
八
八
七
二
番
）

　　川治地区公民館
■青年講座

いけ花、食生活、レクリェーション

月4回夜

■盆栽教室　月2回昼

■焼物教室　月4回夜

■分館講座

●高山（いけ花）　月2回夜

●北新田・城之古く民謡、踊）月2回夜

●城之古（いけ花）　月1回夜

●北新田・城之古（書きつけ）月1回夜

●八箇（民謡）　月2回夜

■料理教室　月1回昼（夜）

　　　（饗2－2223番）
　　吉田地区公民館

　■コーラス教室　月2回夜

　■いけ花教室　月1回夜

■名ケ山詩吟　月4回夜

■鐙島民踊　月2回夜

■鐙島書道　月2回夜

■真田着付　計10回夜

■真田婦人学級　月1回夜

（82－2874番）

　十日町市公民館（本館）
■十日町膏年学級

料理、焼物、文芸、ミニコミ紙発行、

写真、演劇、映画評論の7コース

学習日は毎週木曜日夜7時～9時、自治

会費（通信費含）1，800円、教材費実費

■市民講座

焼もの　毎週火曜日5月13日～

文　学　第2・4火曜日5月13日～
日本画　毎週火曜日5月13日～

小　譜　第1・3木曜日5月1日～
中華料理入門　第3金曜日5月16日～

■老人講座

みんなで“昔の食べもの“のことを調

べたり、時には作ったりしながr）学習

を進める。

〔クラブ活動として〕

焼もの、俳句、あみもグ）、いけ花、写真

　　　　（E7－5011番）
　　六箇地区公民館

■田麦婦人学級　月1回夜

■六箇料理教室　月1回昼

■麻畑婦人講座（いけ花）　月2回夜

■中村菊づくり講座　月1回昼

■ニツ屋あみもの講座　月1回昼

．（87－9111番）

怒
』4蜂ン』

￥

繋
翻・灘繕ヒ）i
耀蘂i論脇綿l
l＊論謬ま　　3時）　l
l＊パレードー・ブラスバンド・きもの・1

（台2－3418番）

　ぬいぐるみ・安協各隊冨自転車隊・

　BMX地。
広場行事

　Oきものの女王撮影会　O交通チャリ　i

　　ティサイン会（藤田まこと、ミヤコも

　　蝶々・由紀さおり）Q幼児絵画展｛

　○民謡大会　○交通家全教室　○乗合｛

　　馬車OBMX演技　○青空市場
　○郷土芸能（赤倉神楽、新保広大寺）　も

　○バンド演奏　Oぬいぐるみ大会　　　｛

　○シンセサイザー　○ラジコンカーレζ

　一ス○自転韓剰大会○轄賛
　　タワー○わたあめサービスo自乳
　　動車分解大会　○交通安全パネル．，

　○ビール早飲み大会　○ミニ鉄道など竃

＊街頭献血のごあんない＊

　～きものまつり共賛～
●日時　5月18日（β》午前10時～午後3時

●場所　第四銀行前（本町3丁目）

ヤ
、
o
o



（9）■■■■■■■とおガ詐盲 （第3種郵便物認可）昭和55年5月10日

の
手
で
創
り
出
す
趣
味
を
通
じ
て
・
　
和
道
会

今
ま
で
に
な
い
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
　
　
代
表
　
庭
野
茂
樹
（
田
川
町
二
）

い
を
大
切
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と
、
生
　
　
旅
は
人
を
豊
か
に
し
ま
す
。
し
か

活
に
密
着
し
た
模
様
彫
り
、
飾
り
物
　
し
、
た
だ
単
に
観
光
旅
行
で
あ
れ
ば

茶
器
な
ど
を
彫
刻
．
そ
し
て
年
一
回
　
行
っ
て
来
た
と
い
う
記
録
と
何
枚
か

彫
刻
品
や
木
工
芸
産
地
の
見
学
研
修
　
の
ス
ナ
ッ
プ
が
残
る
だ
け
で
す
。
そ
か
ら
五
十
五
歳
の
人
達
の
集
ま
り
で
、

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
こ
に
自
分
達
だ
け
の
計
画
、
工
夫
や
こ
う
し
た
も
の
か
ら
生
ま
れ
る
親
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
的
が
企
み
込
ま
れ
る
二
と
で
、
さ
感
も
ま
た
尊
い
も
の
と
思
い
ま
す
．

　
手
芸
か
の
こ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
楽
し
く
想
い
出
深
い
旅
に
な
る
　
　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
の
民

代
表
村
竹
貴
与
子
（
諏
訪
町
）
も
初
．
和
道
会
は
こ
ん
な
雰
囲
気
の
一
割
輌
の
練
習
が
続
く
も
の
と
思
い
ま
す
疑

　
妻
有
木
彫
り
会

　
代
表
　
大
矢
貞
一
（
稲
荷
町
二
）

　
公
民
館
本
館
主
催
の
“
木
彫
り
教

室
〃
を
基
盤
に
し
て
、
同
好
者
の
育

成
を
図
る
目
的
で
庭
野
秀
正
先
生
の

指
導
下
で
結
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
会

で
す
。

　
素
朴
な
手
作
り
の
木
彫
品
を
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匙
　
【
0
6
藝

　
新
水
民
謡
練
習
ク
ラ
ブ

　
代
表
　
久
保
田
清
太
郎
（
新
水
）

　
昭
和
五
十
一
年
度
に
開
か
れ
た
民

謡
講
座
（
飛
渡
）
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
、
新
水
民
謡
練
習
ク
ラ
ブ
で
す
。

月
三
回
の
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で
の

二
時
間
、
お
茶
を
飲
む
の
も
忘
れ
、

日
常
の
仕
事
も
忘
れ
て
素
直
に
民
謡

の
勉
強
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
ま
た
年
齢
も
三
十
五
歳
位

轡つ春騨i帯民濫罷祭・
　　　　　　　　　　　購

★とき

5月14日（水）夜7時～9時

★ところ

市民会館ホール

入場料・一・無料です。

★発表団体

○市民吹奏楽団

○飛渡民謡愛好会

〇十目町民謡研究会

○新座公民館民踊教室

○新座公民館民謡教室

ご家族・職場のお仲間とさそ

いあわせてお出かけください。

　　中条地区公民館
■中条青年の村

活花のひろば　第2・4水曜日夜
料理　　〃　第1・3木曜日夜

レクリェーション　〃　毎週火曜日夜

体育　〃　毎週月、金曜日夜

■食生活教室　第2火曜日夜
■活花　i着付　　〃

■焼物教室　毎週金曜日夜

■俳句教室　第3金曜日夜

■中条の歴史　月1回夜
■おばあちゃんの勉強室　月1回
■おばあちやんの手芸　月1回

　　　（B2－2748番）
　　下条地区公民館

ロ青年教室

写真　第1・3火曜日夜
■婦人学級

手芸月1回昼
食生活　月1回昼

着付　毎週1回夜

■料理教室　第3土曜日夜

■活花教室　第3火曜日夜

■健康づくりのつどい

　（中央、上新田、上組各会場）

■菊づくり　月1回夜

■上新田活花　週1回夜
■上新田手芸　月1回夜

　　　（奮5－2004番）

中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
は

十
名
。
毎
月
一
回
は
田
村
泰
宏
先
生

の
指
導
で
お
茶
を
た
て
あ
い
な
が
ら

懇
親
を
深
め
な
が
ら
、
本
音
の
み
の

つ
き
あ
い
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　　水沢地区公民館
■青隼講座　計5回夜

■食生活敦室　月1回昼
■日本舞踊教室　月2回夜

■姿あみもの講座　月2回昼・夜

■土市婦人学級　月2回夜

■書道教室　月2回夜

■ぶどうづくり教室　月1回昼

■小謡教室　月1回夜

■やきもの教室　月2回夜

■俳句・和歌教室　月1回夜

■婦人体育教室

　　卓球毎週木曜日夜
　　バレーボール　毎週火曜日夜

　　　（密8－3101番）
　　飛渡地区公民館
■枯木又婦人学級　月1回夜

凹東部婦人学級　月1回夜

■稲原婦人講座（いけ花）　月1回夜

■枯木又婦人講座（習字）　月1回夜

■料理教室　月1回昼

■東部分館講座（いけ花）　月1回夜

■飛渡分館（習字）　月4回昼

■池入分館講座（いけ花）　月1回夜

■老人講座　月1回昼

■家庭教育講座　計5～6回昼

　　　　．（B7－8743番）

5月17日（土）午前10時15分～10時45分までN　STrいい旅チャレンジ20，000キロ」

の中で十日町市が紹介されますのでごらんください。

■■■■■（第3種郵便物認可）昭和55年5月1・日ロ■■■■■■■■■■■とお』が夢3■■■■■（8）

高
校
生
以
下

月
二
十
日
ま

三
五
七
五
番

七
－
二
四
〇

　　　　　　　　　　　　　　　にで所
探鳥会～5月は愛鳥月間～簾蒸吉1
　　　　　　　　　　　　　　　くさの町…

時
三
十
分

会
…
午
前
四
時
三

六
時
三
十
分

…
午
前
九
時

を
持
参
の
こ
と

費
は
大
人
五
百
円

円
。
申
込
み
は
五

事
務
局
（
8
二
ー

）
又
は
保
健
所
（
8

）
に
電
話
で
。

　　　　　★（4）十（3）午（2）スダ）＿　U）★　★★だれ“野、
〇十で三参朝解分探前集が午本下集日神と期さま探鳥
番高に百加食散～鳥四合出前町条合程明こ日いす鳥の…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o六会時時ま四二為場

　　三問す時角永所
神
明
神
社

屋
さ
ん
前
か

マ
イ
ク
ロ
バ

。
）

　
六
月
一
日
（
日

ろ公
園
（
下
条
為
永

o　ム　ム．　 7丼；訂…
ど”　甲’

うが＋1
ぞ次日㌔、5月18日（日）催し物案内
ワ“の町’
気要保）★翻　宴……午前10時半
軽項健㌔★ところ……十日町市民体育館

　　　｝⇔’81新潟県きものの女王コンテスト

　　　1⇔きものショー 　
　
　
　
　
　
　
　
　
焦
　
協
・

　
　
　
捌
　
嘆
蘇

　
　
　
継
　
紬
鷲

　
　
　
由
　
　
　
　
　
、
　
市
会

　
　
　
、
　
　
　
　
が
　
　
町
員

　
義
と
　
　
　
　
　
た
　
　
日
委

　
談
こ
　
　
　
　
か
　
　
＋
行

　
　
の
ま
　
　
ン
　
　
の
　
　
　
、
実

　
も
田
　
オ
、
く
　
は
り

　
　
き
藤
会
リ
ス
［
多
　
　
せ
つ

一
・
　
、
選
ビ
ビ
も
。
わ
ま

ヨ
一
々
抽
パ
「
で
い
合
の

シ
ョ
蝶
み
の
サ
り
さ
い
も

の
シ
コ
し
も
■
の
と
下
問
き

も
謡
ヤ
楽
べ
茶
ひ
し
お
合

瓢
ミ
．
雛
艦
※
罐
※
雛

　
た
く
さ
ん
の
野
生
鳥
獣
が
住
む
こ

と
は
自
然
環
境
の
真
の
姿
で
す
。
最

近
は
違
法
に
「
ワ
ナ
」
等
を
使
っ
て

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
例
が
多
発
し

を
て
い
享
．
よ
り
よ
い
自

力
然
環
境
保
全
の
た
め
に
次

協
吻
こ
と
に
市
民
の
皆
さ
ん

ザ
㌧
　
ヵ
ら
ご
協
力
を
！

　
ゆ
㌧
　
●
狩
猟
免
許
（
甲
種
）
の

じ止
な
い
人
は
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ

防
ネ
、
テ
ン
、
イ
タ
チ
、
ウ

反
　
　
　
　
サ
ギ
な
ど
を
猟
具
（
ト
ラ

違
バ
サ
ミ
等
）
を
用
い
て
捕

獲
獲
の
禁
止
．

捕
．
春
は
野
生
懲
黙
殖

鰍
響
難
・
耀
の

生
．
野
鷹
獣
を
飼
う
こ
と

野
は
臨
と
し
て
認
め
ら
れ

　
　
　
　
て
い
ま
せ
ん
。

　
違
反
者
な
ど
の
、
こ
連
絡
や
問
い
合

わ
せ
は
、
警
察
署
、
保
健
所
、
鳥
獣

保
護
委
員
（
越
村
巳
則
－
中
条
旭
町

高
橋
正
二
－
川
西
町
三
領
）
へ
。

＝
3
■
■
。
一
『
2
一
…
甲
9
ま
．
。
・
●
り
・
ま
一
…
。
＝
．
σ
，
，
・
■
。
●
・
．
一
一
…
一
・
噂
3
一
三
．
●
．
チ
…
．
り
．
」
三
響
．
嘔
3
9
…
．
．
り
’
3
9
＝
ワ
3
一
三
三
3
3

　
郵
政
省
簡
易
保
険
局
で
は
、
簡
易

保
険
資
金
融
資
施
設
を
題
材
に
し
た

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
次
の
要
項
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
★
募
集
期
間

金
レ
　
七
月
三
±
日
困
ま
で
・

資
2
★
内
容

険
一
　
融
資
施
設
を
題
材
こ
し

保
ク
　
　
　
、
　
　
ー

　
　
　
　
た
明
る
し
写
真

易
ン

簡
コ
★
大
き
さ
　
　
’

徊
真
＋
絆
墾
ラ
イ
ド
、
、
、

第
写
量
は
四
・
切
－

　
　
　
　
★
応
募
点
数

集
カ
ラ
ー
・
白
黒
の
両
部

募
と
も
そ
れ
ぞ
れ
五
点
以
内

品
％
写
真
は
、
組
、
二
枚
以

作
★
塞
員

　
　
　
　
　
長
野
重
一
（
日
本
写
真

家
協
会
会
員
ほ
か
）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
便
局

の
保
険
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
十
日
町
郵
便
局
8
七
ー
八
八
七
二
番
）

　　川治地区公民館
■青年講座

いけ花、食生活、レクリェーション

月4回夜

■盆栽教室　月2回昼

■焼物教室　月4回夜

■分館講座

●高山（いけ花）　月2回夜

●北新田・城之古く民謡、踊）月2回夜

●城之古（いけ花）　月1回夜

●北新田・城之古（書きつけ）月1回夜

●八箇（民謡）　月2回夜

■料理教室　月1回昼（夜）

　　　（饗2－2223番）
　　吉田地区公民館

　■コーラス教室　月2回夜

　■いけ花教室　月1回夜

■名ケ山詩吟　月4回夜

■鐙島民踊　月2回夜

■鐙島書道　月2回夜

■真田着付　計10回夜

■真田婦人学級　月1回夜

（82－2874番）

　十日町市公民館（本館）
■十日町膏年学級

料理、焼物、文芸、ミニコミ紙発行、

写真、演劇、映画評論の7コース

学習日は毎週木曜日夜7時～9時、自治

会費（通信費含）1，800円、教材費実費

■市民講座

焼もの　毎週火曜日5月13日～

文　学　第2・4火曜日5月13日～
日本画　毎週火曜日5月13日～

小　譜　第1・3木曜日5月1日～
中華料理入門　第3金曜日5月16日～

■老人講座

みんなで“昔の食べもの“のことを調

べたり、時には作ったりしながr）学習

を進める。

〔クラブ活動として〕

焼もの、俳句、あみもグ）、いけ花、写真

　　　　（E7－5011番）
　　六箇地区公民館

■田麦婦人学級　月1回夜

■六箇料理教室　月1回昼

■麻畑婦人講座（いけ花）　月2回夜

■中村菊づくり講座　月1回昼

■ニツ屋あみもの講座　月1回昼

．（87－9111番）

怒
』4蜂ン』

￥

繋
翻・灘繕ヒ）i
耀蘂i論脇綿l
l＊論謬ま　　3時）　l
l＊パレードー・ブラスバンド・きもの・1

（台2－3418番）

　ぬいぐるみ・安協各隊冨自転車隊・

　BMX地。
広場行事

　Oきものの女王撮影会　O交通チャリ　i

　　ティサイン会（藤田まこと、ミヤコも

　　蝶々・由紀さおり）Q幼児絵画展｛

　○民謡大会　○交通家全教室　○乗合｛

　　馬車OBMX演技　○青空市場
　○郷土芸能（赤倉神楽、新保広大寺）　も

　○バンド演奏　Oぬいぐるみ大会　　　｛

　○シンセサイザー　○ラジコンカーレζ

　一ス○自転韓剰大会○轄賛
　　タワー○わたあめサービスo自乳
　　動車分解大会　○交通安全パネル．，

　○ビール早飲み大会　○ミニ鉄道など竃

＊街頭献血のごあんない＊

　～きものまつり共賛～
●日時　5月18日（β》午前10時～午後3時

●場所　第四銀行前（本町3丁目）

ヤ
、
o
o
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長
い
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
、
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。
十
日
町
保
健
所
で

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
稼
ぎ
者
の
健

康
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
の
で

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
五
月
二
十
六
日
㈲
　
六

月
六
日
囲

●
受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
～
二
時
半

●
会
場
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
検
診
項
目
　
問
診
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
聴
診
、
検
便
、
血
液
検
査

（
第
二
次
検
診
該
当
者
は
、
心
電
図

検
査
、
眼
底
検
査
）

●
当
日
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
労
働

手
帳
、
検
便

　
当
日
は
、
眼
底
検
査
を
実
施
す
る

関
係
で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
開
眼
検
診
を

　
　
　
無
料
で
実
施

　
新
潟
県
で
は
、
「
目
の
見
え
な
い
人

　
　
　
　
　
　
　
Q
κ
ヌ
ー
κ
ー

　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
●
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
）

　
’
ご
　
　
　
．
Y

．
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
伽
蕊

　
　
　
で
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
駕

巻
　
　
　
　
　
　
　
鞠
吻

　
　
　
　
　
　
　
勢
翻

た
ち
に
愛
の
光
を
お
く
ろ
う
」
と
、

昭
和
四
十
一
年
か
ら
開
眼
検
診
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
、
開
眼
検
診
（
角
膜
移

植
適
応
者
の
把
握
を
主
旨
）
と
一
般

検
診
を
新
潟
眼
球
銀
行
及
び
新
潟
大

学
医
学
部
の
協
力
を
得
て
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
．

　
今
年
度
も
つ
ぎ
の
人
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
十
日
町

保
健
所
（
8
二
－
二
四
〇
〇
番
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

囹
対
象
者

①
視
覚
関
係
身
体
障
害
者
程
度
等
級

表
の
一
級
か
ら
六
級
の
人

②
潜
在
視
力
障
害
者

③
一
般
検
診
を
受
け
た
い
人
（
通
院

中
の
人
及
び
学
校
保
健
法
の
適
用
を

受
け
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
を
除
く
）

囹
申
込
締
切
　
五
月
三
十
一
日
出

圃
実
施
予
定
時
期
　
七
月
上
旬

　
な
お
、
希
望
者
に
は
後
日
検
診
月

日
等
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
十
日
町
保
健
所

に
お
問
い
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

　
　
　
　
の
ご
案
内

　
十
日
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
．
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
多
数
、
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

O
日
時
　
五
月
二
十
一
日
困

　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

○
会
場
　
十
日
町
商
工
会
議
所
四
階

ホ
ー
ル

O
講
師
　
安
積
義
朗
氏
（
東
北
原
子

力
懇
談
会
理
事
）

O
演
題
　
　
「
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
　
こ
市
し
り

　
．
‘
で
ま
な
　
　
円
円

の
正
会
れ
に
　
0
0
0
0

額
敏
磁
灘
　
坊
る

慧
麟
畿
隙

の
税
聡
盟
　
謂

驚
繋
欝

鋤
　
　
　
②溝に

酬
晃
家

お
老
狂
し
ξ
ε

い
ク
の
ρ
エ

、
｝
の
9
マ
、
．
£

　
　
　
　
　
　
の

仰焔
　
　
　
　
¢
》
姥

一季節の味覚・たけのこ御飯一

　“たけのこ“は今が一番おいしい季節です。そのたけグ）

こを使った“たけのこ御飯“を味と栄養を考慮して、具を

たくさん入れたものをご紹介します。

旬の香りをおたのしみ下さい。

ヨ『（

￥
V
に
￥
＼

κ
2

　
な

　
賑

鱒
制堤

ψ

に
震
わ

ぱ
b

8仙
¢

6
2

騒鑑～覆瑠

⑱　　　↓
〃隔．’1亀“

リ
ウ
マ
チ
患
者
と

家
族
の
み
な
さ
ん
ヘ

　
リ
ウ
マ
チ
の
会
は
結
成
十
周
年
を

迎
え
、
左
記
の
よ
う
に
講
演
会
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
リ
ウ
マ
チ
．
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
か
た
、
近
所
の
か
た
も
お
さ

そ
い
あ
っ
て
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
五
月
二
十
五
日
㈲
　
午
前
九

時
半
～
午
後
三
時

会
場
　
老
人
憩
い
の
家
四
ツ
宮
荘

昼
食
　
各
自
持
参
（
当
日
出
前
も
可
）

講
師
　
村
沢
章
先
生
（
新
潟
大
医
学

部
整
形
外
科
）

問
い
合
わ
せ
　
小
海
清
（
8
七
－
五

一
八
五
番
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

●材料と分量（4人前）

A

米 カップ3

B

出し昆布 10　㎝

水 カップ2／3強 鶏　　肉 1509
砂　　糖 小さじ1 酒 大さじ11／2

塩 小さじ1／2～1弱 茄で筍 1509
しょうゆ 大さじ2 油揚げ 1　枚

酒 大さじ2 もみの　1） 1　枚
さんしょの芽 4　枚

繍k〈〈なぬ

越鵬

（
鯛
籠
簾
難
欄
）

　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好
会
　
五
万
三
千

六
百
三
十
七
円
（
雪
ま
つ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
収
益
）
　
▼
東
北
電
力
十
日
町

分
会
青
年
部
　
二
万
五
千
円
　
▼
鈴

木
加
工
所
　
靴
百
足
　
▼
村
昌
サ
ン

ク
リ
ー
ン
（
新
宮
）
五
千
円
　
▼
内

藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
蕪
木
義

男
（
神
明
町
）
六
千
円

香
典
返
し

　
▼
小
沢
才
吉
（
小
泉
）
三
万
円

▼
柳
東
作
（
六
箇
山
谷
）
三
万
円

▼
遠
田
邦
市
（
川
治
内
後
）
二
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
二
日
㈲
　
午
後
一
時
～

四
時
半
ま
で
　
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上

田
原
　
▼
五
月
十
四
日
㈱
　
午
前
八

時
～
正
午
ま
で
　
下
川
原
町
、
南
新

田
町
、
四
日
町
新
田
第
三
の
一
部

▼
五
月
十
四
日
困
　
午
後
一
時
半
～

・
納
期
限
五
月
三
十
一

日

1穴上写　　円『『　　義内ン鈴町リ千i●作り方
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　①米は炊く30分かr）1時間前に洗って、ざるにあげ水け

ll難叢雛霧1繋i繋1蕉欝鍔1灘㌘。

■市勢／人ロ…50，001人（男24，579・女25，422人）／世帯数…11，956／面積…211。44㎞（4月1日現在）

五
時
ま
で
　
八
幡
田
町
　
▼
五
月
十

五
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
　
天
池

　
　
　
　
　
　
　
h
“

づ
・
が
2
　
蜀

○
市
内
の
最
高
齢
の
か
た
三
人
に
お

米
の
話
を
聞
き
ま
し
た
．
物
が
あ
ふ

れ
、
米
の
価
値
が
忘
れ
ら
れ
か
け
、

豊
富
な
食
糧
が
あ
ふ
れ
て
い
る
今
の

時
代
が
、
先
人
の
汗
と
苦
労
の
上
に

築
か
れ
て
き
た
こ
と
を
、
一
世
紀
を
生

き
た
人
た
ち
の
声
を
通
し
て
訴
え
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
　
「
開
拓
時
代
は

本
当
に
苦
る
し
か
っ
た
」
と
い
う
玉

田
さ
ん
．
　
「
便
所
に
落
ち
た
ご
飯
さ

え
拾
っ
て
食
べ
ろ
」
と
教
え
ら
れ
た

藤
田
さ
ん
。
　
「
カ
テ
メ
シ
」
の
思
い

出
を
語
る
市
村
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に

生
活
の
重
み
と
、
米
に
対
す
る
愛
着

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
．

今
月
の
納
税
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